
第四部
岡田茂吉の生涯と思想



略伝（A Brief Biography）

岡田茂吉は一八八二年、東京の下町に住む小規模な商家の家
庭に生まれました。
氏は、都市の商人階級に特有の、素朴で敬虔な環境の中で育
てられました。両親は、仏教における慈悲の仏である観音を
本尊とする寺院の檀家でしたが、その信仰実践は比較的素朴
で現実的なものであり、若き日の岡田氏にとっては特に魅力
を感じるものではなかったようです。
青年時代の岡田氏は、宗教活動に直接関わることはなく、も
ちろん治療や癒しに関する体験もありませんでした。
宗教指導者としての活動を始めたのは中年になってからであ
り、神からこの世における特別な使命を果たすよう召された
と感じた後のことでした。
しかし、幼少期の岡田氏の姿には、そのような出来事を予感
させるものは何一つありませんでした。
実際、氏は長年にわたり宗教そのものにほとんど関心を示し
ていなかったのです。
岡田氏は後年、「私は観音を本当に信じていたわけではな

かった」と回想しています。しかしその一方で、氏は幼い頃
から人々を助けたいという強い願いを持っていました。
氏はしばしば、救世軍やその他の慈善団体に寄付をしていま
した。
それは、「何らかの信仰を持っていたからではなく、それら
の団体が社会のために行っている活動に共感し、その働きに
参加することを喜びとしていたからである」と語っています。
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人々の幸福や福祉に対する岡田師の思いは非常に強く、その
ことが生涯を通じて氏の思想や教えを貫く強い正義感を育み
ました。不正や腐敗、欺瞞に満ちた行為は、氏にとって到底
許しがたいものであり、特に政治家や指導的立場、責任ある
地位にある者のそのような振る舞いを強く嫌悪しておられま
した。
芸術をこよなく愛した教祖・岡田茂吉師は、幼い頃から画

家になることを夢見ていました。
しかし、眼病のためにその志を断念せざるを得なくなり、そ
の後は実業の道へ進まれました。大正五年（一九一六年）頃
には事業によって一定の財産を築かれ、世の中の不正や矛盾
を正したいとの思いから、新聞を創刊して自らの主張を世に
問うことを考えるようになられました。そのための資金を得
る目的で、大正七年（一九一八年）に金融会社を設立されま
したが、翌年、取引銀行の破綻によって会社は倒産してしま
います。さらに大正九年（一九二〇年）二月には新たな会社
を設立されましたが、当時の経済恐慌の影響を受け、わずか
一か月で事業は壊滅的な打撃を受けました。その前年には最
初の夫人を亡くされており、相次ぐ事業の失敗と愛する妻と
の死別は、岡田師に深い失意と苦悩をもたらしました。その
後、再起を図って再婚され、新たな生活と事業の基盤を築き
始められましたが、大正十二年（一九二三年）、関東大震災
が発生し、多くの人々と同様に、岡田師もまた甚大な被害を
受けることになりました。こうして岡田師は、病、貧、そし
て争いともいうべき数々の苦難を身をもって体験され、人類
の真の幸福とは何かを求めて、真理探究の道へと歩みを進め
られることになるのです。
関東大震災は、岡田師の人生における大きな転機となりま

した。四十一歳を迎えていた岡田師は、この出来事を契機と
して、人間の生命の意味や運命について深く考えるようにな
り、さらに人類救済の可能性について真剣に探究するように
なられました。
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再生への歩みの始まり
そしてついに、その答えを宗教の中に求める決意を固められ
ました。
その年の後半、岡田氏は、出口なお（一八三七―一九一八）に
よって一八九二年に創始された、神道を基盤としながら諸宗
教の要素を取り入れた世界改造の宗教である大本教に入信さ
れました。

岡田氏は頻繁に瞑想を行うようになりました。そしてこの頃
から、自らの人生の中に強力な超越的な力が働いていること
を意識するようになったと考えられます。また、大本教への
信仰を深めるにつれて、その確信はいっそう強まっていきま
した。岡田氏は、その力と人間との関係を探究していきまし
たが、その過程においては、大本教の教義そのものよりも、
むしろ祈りの体験のほうが大きな影響を与えました。入信し
て間もなく、岡田氏は祈りを通して病に苦しむ人々を助ける
ことができることに気づき始めます。岡田氏にとって、それ
は何にも代えがたい大きな恵みでした。絶え間ない瞑想と、
至高の存在に対する確信を深めながら、岡田氏は、自らが感
じるその存在の本質をさらに知ろうとして歩み続けました。
宗教的思索に深く没頭していた当時について、岡田氏は次の
ように記しています。
一九二六年、岡田氏は一連の神示を受けました。最初の神

示は観音によって伝えられたものであり、その観音は、その
神示の源が神であることを岡田氏に示しました。岡田氏は、
最初の神示について次のように述べています。

「一九二六年のある夜、真夜中頃のことであった。私はそれ
まで一度も経験したことのない、何とも不思議な感覚に包ま
れたのである。
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それは言葉では表せないほど強烈な衝動であった。私はどう
しても話さずにはいられなくなったのである。私の声を用い
て語ろうとする力はあまりにも強く、それに抗うことはでき
なかった。そこで私は、その力に身を委ねた。最初に口をつ
いて出た言葉は、「何か書くものを持ってきなさい」という
ものであった。妻が紙と筆記用具を持ってくるや否や、堰を
切ったように言葉があふれ出したのである。
神示によって示された内容を通して、岡田氏の神観は次第

に明確なものとなっていきました。大本教では、多様な神々
の存在を前提とする複雑な神観が説かれていましたが、岡田
氏は神示を通じて、宇宙を創造し、人間がその御心に従って
生きることを望まれる神は唯一であるとの確信に至りました。
その神は愛と救いの神であり、神に背いて苦しみと罪の中に
ある人間を救い上げようとしておられるお方でした。また岡
田氏は、神が人類に対して地上天国建設という使命を与えて
おられることを知るようになりました。岡田氏は後に次のよ
うに記しています。
「地上天国建設という大使命が、その時私に知らされたので
ある。私は最初、それを信じることができなかった。しかし、
その後あまりにも多くの奇蹟が起こった。それによって私は
信じざるを得なくなったのである。」
しかし岡田氏は、しばらくの間、その神示について確信を持
ちながらも沈黙を守っていました。地上天国の到来を人々に
告げ、病める人々を救うようにとの神命についても、すぐに
は公に語ろうとはしませんでした。岡田氏はその頃を振り
返って、
「神が私に与えられた使命がいかに重大なものであるかは、
徐々に理解できるようになったのである。」と述べています。

独立教団の設立と浄霊（Independent Church and Johrei）
その使命に対する自覚が深まるにつれて、岡田氏が人々に

対して抱く温かい思いやりと慈愛の心も、ますます強くなっ
ていきました。162



一方で、岡田氏の卓越した人間的魅力と、氏の治療によって
次々と現れた驚くべき回復や救いの実例は、多くの人々を引
きつけ、岡田氏を慕う信奉者の数は急速に増加していきまし
た。岡田氏の優れた指導力が認められるようになるのは時間
の問題であり、やがて東京の一教会の責任者に任命されまし
た。しかし、その後の岡田氏の活動は、大本教の主流的な方
向性とはかなり異なるものとなっていきます。当時の大本教
は、なお強い民族主義的傾向と日本中心的な文化観を持って
おり、西洋式の服装や西洋料理なども禁止されるなど、さま
ざまな制約が設けられていました。しかし当時の記録によれ
ば、岡田氏の指導は現実的かつ自由なものであり、常に実生
活に即した実践的な配慮に満ちていました。
岡田氏は、大本教内部の政治的あるいは思想的な運動に関

与することはありませんでした。氏はただひたすらに苦しむ
人々を救うことに専念し、また、宗教的信仰の意味と、その
実践が何を求めるものであるかを人々に教えることに全力を
注ぎました。岡田氏は何よりもまず教育者であり、その姿勢
は生涯を通じて変わることがありませんでした。氏は人間平
等の信念を自らの生き方によって示し、常に相手の立場に
立って接し、人々から絶大な信頼を寄せられていました。一
九二八年に本格的な治療活動を開始すると、人々は助けと導
きを求めて、自然に岡田氏のもとへ集まるようになりました。
岡田氏の独創的な活動と、大本教内部において急速に増加

していく個人的な支持者たちは、とりわけ教団幹部の間に反
発を生み出すようになりました。一九三〇年代初頭の緊迫し
た社会情勢の中では、あらゆる種類の過激な思想や行動が生
まれやすい土壌が存在していました。教団内部には、岡田氏
の活動に強く反対する熱狂的な人々もおり、その攻撃は岡田
氏自身だけでなく、氏に従う信奉者たちにも向けられるよう
になりました。そのため岡田氏は、次第に強い不安を感じる
ようになっていったのです。
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一九三四年、もはや教団内での立場を維持することが困難となった
岡田氏は、大本教を離れ、新たな宗教団体を設立しました。一九二
六年に最初の神示を受けてから、すでに八年の歳月が流れていまし
た。その間、岡田氏は独立した組織を設立することについて幾度と
なく思い巡らせていましたが、長年身を置いてきた教団を離れてこ
そ自らの使命を最もよく果たすことができるとの確信を得るまでは、
決断を下しませんでした。しかし最終的には、岡田氏に従っていた
数百人の信奉者たちを導き続けるためには、教団から独立する以外
に道はなかったのです。そして、その信奉者たちの輪は、その後も
新たに加わる人々によってさらに広がっていきました。
新しい教団は、神から示された教えを広めることを目的として設

立されました。また、それは大本教に見られた教義上および生活上
のさまざまな制約から自由なものでした。独立後まもなく、岡田氏
は新教団のための礼拝と祈りの形式を整えました。そして一九三五
年一月、その教団は**「大日本観音会」**という名称を与えられま
した。この名称に「観音」が用いられた理由はいくつかありました。
その一つは政治的な理由によるものでした。当時の日本では、天皇
は「現人神（あらひとがみ）」とみなされていました。そのため、
岡田氏の治療の力が神から与えられたものであることを、教団名そ
の他によってあまりにも直接的に示した場合、それは天皇と同等、
あるいはそれ以上の権威や力を主張するものと受け取られる危険が
ありました。その結果、教団は不敬罪などの法的な問題に問われ、
訴追される可能性さえあったのです。
さらに重要な理由は、観音が日本人にとって非常に親しみ深い存

在であったことです。この点は岡田氏にとって極めて重要でした。
なぜなら、岡田氏は人々に教えを伝えるにあたり、まず誰もが理解
できる平易な形から始めなければならないと考えていたからです。
当時の日本人にとって、「すべての人類を愛する唯一絶対の神が存
在する」という考え方は、容易に理解できるものではありませんで
した。日本の伝統的な宗教観の中には、そのような唯一神の概念を
理解するための土台がほとんど存在していなかったのです。そのた
め岡田氏は、人々に馴染みの深い観音の名を用いることによって、
より受け入れやすい形で教えを伝えようとしたのでした。164



しかし岡田氏は、観音を神そのものではなく、神の御意を地
上に伝えるための神の使者、あるいは神の代理者として理解
していました。すなわち観音は、神の御心を人類に知らせる
ための媒介的存在と位置づけられていたのです。このような
理由から、教団が一九四七年八月に再建された際にも、教団
名には引き続き「観音」の名称が用いられました。
岡田氏は、その後およそ十五年にわたり、神の愛と悔い改

めの必要性を説く際に、「観音の御加護」あるいは「観音の
御恵み」という表現を用いていました。しかし、それは観音
を究極的な神として位置づけていたからではなく、人々を唯
一神への理解へと導くための、分かりやすい表現として用い
られていたものでした。そして一九五〇年、教団は世界救世
教として再編成されました。それ以降、岡田氏の著作や教え
の中では、観音に対する言及はほとんど見られなくなり、唯
一神とその救済の御業についての教えが、より明確に語られ
るようになりました。
岡田氏は、治療活動を始めてから最初の数年間は、もっぱ

ら祈りによって人々を救っていました。ところが一九三五年、
神示によって浄霊の方法を知らされます。そして岡田氏は、
それが従来の祈りによる方法と比べて、はるかに大きな力を
持つことを知りました。岡田氏によれば、同年に大日本観音
会を設立した後まもなく、神は信徒たちが治療活動を行う際
の助けとなるよう、それぞれに印を与えることを示されたと
いいます。そこで岡田氏は紙片を用意し、その上に「光」の
文字を書きました。その印を身につけることによって、信徒
は神の光を病む人へ取り次ぐことができるようになり、また
神に祈る際にも、自分一人で行っているのではなく、神の力
と共に働いているという確信を得ることができたのでした。
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これが、浄霊が世に現れた最初の出来事でした。浄霊は、多
くの人々を治療や奇蹟的な回復の実例へと引き寄せただけで
はありませんでした。それ以上に重要だったのは、浄霊を通
じて、多くの人々が神の実在を心から受け入れるようになっ
たことでした。このようにして一九三〇年代、日本が戦争へ
の道を進み、国家による統制や弾圧が次第に強まっていく中
にあっても、岡田氏の教えに共鳴する人々は着実に増え続け
ました。そして浄霊は、人々を病苦から救うだけでなく、神
への信仰を呼び覚まし、地上天国建設という神の御業へと導
く中心的な実践となっていったのです。

戦争とその後（War and the Aftermath）
一九三六年頃から、日本では軍部による統制が急速に強まり、
やがて国家や個人の生活のほぼあらゆる側面が軍の支配下に
置かれるようになっていきました。その影響は宗教界にも及
び、あらゆる宗教団体や教会の活動は厳しく制限されるよう
になりました。特に大本教をはじめとする新宗教団体に対し
ては、強い弾圧が加えられました。大日本観音会にとって最
初の大きな打撃となったのは、宗教団体による治療行為が全
面的に禁止されたことでした。これに対し岡田氏は、宗教的
な教導活動を一時中止せざるを得なくなりました。しかし岡
田氏は、可能な限り各地で浄霊を実践し、また人々に浄霊の
取り次ぎ方を教えることによって、教団の結束を保ち続けま
した。またこの一九三〇年代半ばには、神示によって示され
た農法の真実性を実証するため、岡田氏は自然農法の実践に
も着手しています。
一九四三年頃までは、岡田氏の弟子たちの大部分は東京に

居住し、活動していました。ただし、その中のごく少数は地
方へ赴き、講習会を開き、浄霊を行い、さらに浄霊の取り次
ぎ方を人々に教える活動を続けていました。しかし一九四四
年六月以降、東京に対する空襲が激化すると、多くの市民が
地方へ疎開することとなりました。岡田氏の弟子たちもまた、
その例外ではありませんでした。
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しかし結果的には、この疎開は浄霊を地方へ広める大きな機会とな
りました。もしこのような強制的な移動がなかったならば、地方の
人々に浄霊を伝えることは容易ではなかったでしょう。疎開によっ
て各地へ移った信徒たちは、そこで浄霊を実践し、その教えを広め
ることになったのです。また、空襲という悲惨な出来事は、別の意
味でも浄霊の働きを人々に示す機会となりました。とりわけ東京で
は、岡田氏とその弟子たちが、負傷者の治療にあたり、また被災を
免れた人々を助ける活動を通して、浄霊の力を実際に目の当たりに
する人々が数多く現れました。さらに、広島に原子爆弾が投下され
た際、市内にいた二十名の信徒のうち一人も命を落とさなかったと
伝えられています。彼らは全員、「光」の文字を書いた紙製の御守
りを身につけていました。
戦争が終結すると、日本の宗教界には新たな時代が開かれました。

それまで宗教活動に課せられていたさまざまな制限は撤廃され、新
しい日本国憲法のもとで信教の自由が保障されるようになりました。
こうした状況の変化によって、岡田氏の教団も単なる治療団体とし
てではなく、宗教団体としての活動が正式に認められるようになり
ました。そして教団は、宗教法人として設立・運営することを許可
されたのです。
岡田氏が説いた信仰の中心的な教えは、人類が地上天国建設に参

与することであり、浄霊の救いの力がその実現を助けるというもの
でした。岡田氏はまた、自然の美や芸術の美が人間の魂を高め、そ
の精神に良い影響を与えることを教えました。氏は、人が人生にお
いて与えられた使命を果たすためには、まず霊的・肉体的な健康が
不可欠であることを強調しました。しかしそれと同時に、日常生活
を取り巻く環境の中に美を取り入れることの重要性についても、繰
り返し説き続けました。岡田氏によれば、美は人の心を浄化し、そ
の品性を高め、神の御心にかなった生き方へと導く大切な力である
と考えられていたのです。
岡田氏は戦時中、箱根と熱海に土地を購入しました。それは単な

る不動産取得のためではなく、人々が精神的な感動と安らぎを得る
ことのできる場、すなわち美を中心とした理想的な環境を築くこと
を目的としていました。岡田氏は、美が人間の心を高め、魂を浄化
し、よりよい人生へと導く力を持つと考えていました。そのため箱
根や熱海の土地には、自然の美しさと芸術の美しさが調和した、
人々に感銘と希望を与える場所を建設しようと構想していたのです。
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戦後、岡田氏は自らの構想に基づいて、箱根と熱海の両方に庭園
を造営しました。そして一九五二年には、箱根の庭園内に美術館が
完成しました。岡田氏はそこに、自ら収集した数多くの美術品を展
示しました。それらの中には、岡田氏が各地を探し求め、世に埋も
れていた作品を見いだして保存したものも少なくありませんでした。
今日では、それらの作品はかけがえのない文化財として高く評価さ
れています。このコレクションには、日本美術を代表する数々の名
品が含まれています。たとえば、尾形光琳や俵屋宗達の絵画、本阿
弥光悦の書や蒔絵、野々村仁清や尾形乾山の陶芸作品などが収め
られていました。さらに、中国や韓国の優れた美術品も含まれてい
ました。これらの収集品はいずれも、岡田氏の卓越した美的感覚を
反映するものでした。岡田氏自身、繊細な感性を備えた画家であり、
書、意匠、華道、茶道にも深い造詣を持ち、また詩人であり陶芸鑑
賞家でもありました。そのため、美術館に集められた作品群は、岡
田氏の美に対する深い理解と高い審美眼を示すものとなっているの
です。
岡田氏が収集した美術品のコレクションは、まさにかけがえのな

い芸術的遺産であり、日本でも屈指の優れた美術コレクションの一
つと評価されています。そして一九八一年末には、これらの美術品
をより多くの人々に公開するため、熱海に第二の大規模な美術館が
完成しました。箱根美術館が主として陶磁器を中心に展示している
のに対し、熱海の美術館には、岡田氏が収集した絵画の大部分が収
蔵・展示されています。さらにそこには、岡田氏の後継者たちに
よって後年収集された優れた作品も加えられています。こうして岡
田氏の蒐集した美術品は、単なる個人の収集品にとどまらず、広く
一般の人々が美に触れ、心を高めるための貴重な文化資産として受
け継がれているのです。

教師そして牧者として（Teacher and Pastor）
岡田氏は、自らに対する崇拝が行き過ぎて、個人崇拝のようなもの
へ発展することがないよう細心の注意を払っていました。岡田氏を
知る人々は、その指導力の中に際立った人間的魅力があったことを
認めています。しかし、その魅力は権威や威圧によるものではあり
ませんでした。それは、岡田氏の深い愛情、謙虚さ、飾らない素朴
さ、そして人々を温かく包み込む人間味から自然に生まれるもので
した。
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岡田氏は、自らのもとに届けられた手紙には、できる限り一通一通
目を通し、自ら返事を書くよう努めていました。そして、その手紙
による励ましや助言だけで、一度も会ったことのない人々を救い、
力づけることも少なくありませんでした。岡田氏は驚くべき記憶力
を持ち、一人ひとりの置かれた状況や事情をよく覚えていました。
また、病気に苦しむ人々の経過についても常に気にかけ、その回復
の様子を確認しながら、必要な助言や指導を与え続けていました。
人々にとって岡田氏は、単なる宗教指導者ではなく、親身になって
相談に乗り、人生の導きを与える教師であり牧者でもあったのです。
岡田氏の絶え間ない思いやりを示す一例として、終戦直前の出来

事が伝えられています。ある女性は、十五年間寝たきりの状態が続
いていましたが、以前に浄霊を受けたことによって脊椎の病状が改
善していました。ところが、その後突然下半身が麻痺し、再び歩く
ことができなくなってしまいました。その女性は、日頃から人々へ
の奉仕に熱心に取り組んでいた人物でした。岡田氏はその知らせを
受けると、横須賀の自宅にいる彼女に電話をかけ、できるだけ早く
熱海へ来て治療を受けるよう強く勧めました。しかし、それは一九
四五年のことでした。戦時下の混乱の中で自動車を見つけることは
ほとんど不可能であり、また彼女の身体の状態では列車を利用する
こともできませんでした。さらに彼女自身は、岡田氏ほどには自分
の病状の深刻さを理解していませんでした。しかし、岡田氏が何度
も電話をかけてその身を案じる様子に接し、彼女は熱海へ行くため
の車が与えられるよう真剣に祈りました。すると翌日、奇跡的に借
りることのできる自動車が見つかり、彼女は熱海へ向かうことがで
きました。そして岡田氏のもとで治療を受け、ついに回復すること
ができたのです。
一九四三年に行われたある集会のことを、今なお多くの人々が記

憶しています。その会場には、高級将校や企業経営者など、多くの
有力者たちが集まっていました。当時は戦時下であり、岡田氏には
宗教的な教義を説いたり布教活動を行ったりすることが禁じられて
いました。そのような状況の中で、一人の高校生が立ち上がり、浄
霊の神学的な意味について次々と質問を投げかけました。すると岡
田氏は、相手が若い学生であるにもかかわらず、少しも見下した態
度を取ることなく、率直かつ真摯に答えました。169



岡田氏は、その高校生を単なる子どもとして扱うのではなく、知性
と人格を備えた一人の対等な人間として接しました。そして、その
青年が理解できる範囲を見極めながら、できる限り深い内容まで踏
み込んで丁寧に答えたのです。そこには年齢や社会的立場による差
別はなく、相手を尊重し、その成長を願う岡田氏の姿勢がよく表れ
ていました。
戦前から戦中にかけての時代は、岡田氏にとって特別に厳しい試

練の時期でした。当局によるさまざまな規制のため、岡田氏はそれ
まで行っていた多くの活動を中止せざるを得ませんでした。宗教指
導者として公然と治療活動を行うこともできなくなり、その働きは
限定された形で、時には人目を避けながら続けられました。しかし
戦後になると状況は一変しました。人々が自由に信仰を表明できる
ようになると、教団の信徒数は急速に増加していきました。その結
果、新たな教会や施設の建設が次々と必要となり、今度は別の種類
の課題が生じることになりました。教団の発展に伴う施設整備や将
来計画の立案は極めて大規模なものとなり、岡田氏はその指揮と運
営に多くの時間を割かなければなりませんでした。そのため数年間
は、計画立案や組織運営の仕事だけでも非常に多忙となり、以前の
ように牧会活動に専念することが難しくなったのです。

戦後の教団発展（Postwar Developments）
戦後、教団組織もまた大きな変化を遂げました。一九四七年に行わ
れた最初の戦後改革において、岡田氏の最も有力な弟子たちがそれ
ぞれ責任者となり、八つの教会から成る日本観音教団が設立され
ました。その中でも弥勒教会は群を抜いて規模が大きく、その信
徒数は他の七教会を合わせた数を上回るほどでした。この弥勒教会
は、一九四八年に日本弥勒教会として独立した宗教法人となりま
した。さらに一九五〇年、教団は世界救世教と改称され、それま
で分かれていた各教会は再び統合されて、岡田氏の正式な指導のも
とに置かれることとなりました。当初、全信徒は三つの大きな組織
に分けられていましたが、その体制は規模が大きすぎて運営が困難
であることが次第に明らかになりました。そこで翌一九五一年には、
全国に八十の教会が設置され、それぞれが岡田氏のもとにある本部
教会の直接指導を受ける体制へと改められました。
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このように戦後の教団は、急速に増加する信徒に対応しなが
ら、より効率的で安定した組織づくりを進めていったのです。
１９５０年１２月２３日、六十八歳の誕生日を迎えた岡田

氏は、浄霊の理論と実践についての決定版となる著作『新文
明の創造』 を執筆する計画を発表しました。この著作は、岡
田氏が長年にわたって説いてきた教えを体系的にまとめ、地
上天国建設の理念や浄霊の意義を明らかにするものとして構
想されたものでした。さらに一九五三年には、信仰を世界へ
広める第一歩として、アメリカ合衆国に二つの教会が設立さ
れました。これは、岡田氏が掲げる救済の理念を日本国内に
とどめるのではなく、全人類に向けて伝えていこうとする世
界的布教の始まりを意味していました。
１９５５年、岡田氏は７２歳でその生涯を終えました。葬

儀には数万人もの人々が参列し、多くの人々を救い導いてき
た岡田氏に対する深い敬意と感謝が捧げられました。しかし
教団は、岡田氏の帰幽に十分備えられていたとは言えません
でした。多くの信徒は、岡田氏の教えを継承し、自らの力で
実践していくために必要なほど深く理解してはいなかったの
です。信徒たちは皆、浄霊を実践し、その御恵みを自ら体験
していました。また、重い病に苦しむ数多くの人々を、死や
重篤な状態から救った経験も持っていました。しかし、その
ような体験があまりにも強烈であったため、多くの人々は浄
霊そのものを信仰の目的であり中心であるかのように考える
ようになりました。その結果、岡田氏が説いた教えを体系的
に学ぶことが十分に行われず、信仰の根本的な教義に対する
理解は、必ずしも明確なものとはなっていませんでした。言
い換えれば、浄霊の実践とその御利益への理解は深かったも
のの、その背後にある神意や地上天国建設の理念、人間の使
命といった教えについては、十分に理解されていなかったの
でした。
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岡田氏の帰幽後、日本の多くの宗教団体に見られる慣例に従い、
その夫人が後継者として教団を継承しました。その後まもなく、
岡田夫人は教団に明確で強固な指導体制を築こうとして、教団
運営を新たな方向へ導き始めました。しかし、その過程におい
て夫人は、自身の考え方を教団運営や教義解釈の中に取り入れ
るようになりました。その考え方の多くは、大本教の教義や思
想から影響を受けたものでした。また夫人は、岡田氏が残した
教えの一部を積極的には伝えようとせず、岡田氏の著作や小冊
子の多くについても公開を制限しました。こうした状況の中で、
さまざまな理由から、大多数の弟子たちは夫人による教義の変
更や再解釈を受け入れていきました。
その結果、教団全体は、岡田氏が確立した本来の教義や実践

から、次第に大きく離れていくようになりました。そして、そ
の変化は数年後になると、誰の目にも明らかになるほど顕著な
ものとなっていきました。すなわち、岡田氏が示した信仰の基
本原理や実践方法とは異なる方向へ、教団全体が大きく傾いて
いったのです。そのことは後年、教団の将来に重大な影響を及
ぼすことになりました。
こうした状況の中で、岡田氏が始めた本来の教えをそのまま

維持していくことは、極めて困難なものとなりました。そこで
数人の弟子たちは、岡田氏の著作、講話、説教、談話などに残
された教えを丹念に調査し、その本来の内容を保存しようと真
剣な努力を始めました。彼らは、岡田氏自身が語った言葉に立
ち返り、そこに示された教義を正しく継承することこそが重要
であると考えたのです。やがて、師の教えに忠実であろうとし
た弟子たちの一部は、それぞれ独立した教団を設立する道を選
びました。そして、その教団は岡田氏の教えの純粋性を守るこ
とを使命として活動を続け、その後長年にわたり発展を遂げて
いきました。彼らの組織には新たな信徒が加わり続け、多くの
人々に岡田氏本来の教えを伝えながら、今日に至るまで信仰の
継承に努めているのです。
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文献についての注記

1. 総論
岡田氏の著作は、宗教や文化のみならず、自然科学や社会

科学に至るまで、人間生活のほぼあらゆる重要な分野に及ん
でいます。その著作は約四十巻に達し、その中には現在も未
刊行の原稿がいくつか含まれています。
その一つが、本英訳書の中心的内容を構成している『文明の
創造』 です。
また岡田氏は、新聞や雑誌に掲載された約三千編の論文・随
筆を執筆しました。さらに、説教、講話、信徒や弟子との質
疑応答などを記録した口述資料は、全八十二巻にも及んでい
ます。
文章として執筆された著作は、構成や表現の面でより洗練さ
れていますが、口述記録には、岡田氏の考え方や教えがより
自由かつ具体的に語られているものも多く、内容的に極めて
豊かで示唆に富んでいます。
加えて岡田氏は、約四千首に及ぶ歌（短歌）を残しています。
これらの膨大な著作群は、岡田氏が宗教家としてだけでなく、
思想家、文化人、教育者、そして芸術愛好家としても、極め
て幅広い関心と深い洞察を持っていたことを示しています。
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岡田氏の著作には、主題が何であれ、一貫して強い宗教的視点が
貫かれています。宗教、文化、芸術、社会、科学など、どの分野
について語る場合でも、岡田氏は「神は唯一であり、その神こそ
が宇宙万有の創造主である」という信念を明確に示しています。
しかしながら、岡田氏の著作を理解するうえで注意すべき点もあ
ります。岡田氏は、このような信仰に初めて接する人々にも理解
できるよう、基本的な教えをできるだけ分かりやすく説明しよう
と努めました。そのため、読者を混乱させないよう配慮して、あ
る問題については十分に掘り下げず、あえて説明を簡潔にとどめ
ている場合も少なくありません。当時の日本の信徒たちは、唯一
神への信仰や地上天国建設という考え方を理解するための文化
的・思想的な背景をほとんど持っていませんでした。そのため岡
田氏は、まず基礎的な理解を得てもらうことを優先したのです。
こうした事情から、岡田氏の文章の中には、今日の読者には説明
が簡略化され過ぎているように感じられる部分もあります。しか
し、岡田氏の指導のもとで信仰を深めた人々は、後年になってこ
れらの著作を読み返すと、若い頃には気づかなかった深い意味や
新たな洞察を見いだすことができると語っています。つまり、岡
田氏の著作は一度読めば理解し尽くせるものではなく、信仰と経
験の深化に応じて、その内容の奥行きが次第に明らかになってい
く性格を持っているのです。
岡田氏の講話や対話の記録は、発言と同時に速記・記録された

ものであり、話の流れの中で随時加えられた即興的な内容も多く
含まれています。そのため、整理や体系化という点では、随筆や
論文と比べてより困難な性格を持っています。また、これらの口
述記録には、論文などの著作には見られない主題への言及も含ま
れています。たとえば、啓示の具体的な内容や、神の御心および
摂理に関するより深遠な側面などがそれに当たります。後に岡田
氏のごく近い弟子たちは、これらすべての口述資料を精査し、教
義理解の便宜のために主題ごとに分類整理を行いました。さらに、
それらを基にして、謄写版などの形で複数の補助教材が作成され
ました。しかしながら、これらの資料が持つ意味をより明確にし、
そこに含まれる教え全体を体系的に提示するためには、今後さら
に多くの研究が必要であるとされています。174



2 宗教論集（2 Treatises on Religion）
岡田氏の膨大な宗教的著作は、一般に四つのカテゴリーに分
類することができます。
第一のカテゴリーは、一般の信徒にも理解しやすい内容を
扱ったものであり、特に宗教的知識の少ない人々や、一神教
的な信仰体系に初めて触れる人々にも理解できるよう配慮さ
れたものです。
またこの分類には、日常生活における行動規範や実践方法を
示す、初心者向けの教えも含まれています。
たとえば『信仰雑話（Essays on Faith）』は、基本教義を平易
な言葉で解説した入門書として、１９４７年に日本観音教団
が宗教法人として認可された直後に、一般の読者向けに執筆
されたものです。
このカテゴリーに属する著作は、岡田氏が残した宗教論文全
体のおよそ半数を占めています。
第二のカテゴリーは、人間の霊的領域および日常における

霊的体験に関する著作を含んでいます。
この分野において最も体系的に論じられているのが『霊界叢
談（Glimpses into the Spiritual World）』です。
この書は主として啓示に基づいていますが、浄霊の施術中に、
受け手に憑依した霊が発した言葉の分析なども含まれていま
す。
また、憑依によって引き起こされる特定の病的状態について
も触れられています。
第三のカテゴリーは、宗教思想全般に関する論考であり、真
理、幸福、善悪といった基本的な概念を中心に展開されてい
ます。これらの著作は、主に日本社会において教えを広める
目的で、さまざまな時期に執筆されたものです。
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このうちの一つに『世界救世教入門』（世界救世教早わか
り？）があり、教団の歴史的役割および信仰における重要な
概念について述べられています。第二および第三のカテゴ
リーに含まれる著作を合わせると、岡田氏の宗教に関する全
著作の五分の二以上を占めています。第四のカテゴリーに属
する著作は全体の一割未満であり、そこではこの世界の終末
と、地上天国の到来に先立って行われるとされる審判につい
て論じられています。
『宗教随筆集（Essays on Religion）』は、岡田氏が１９５３

年７月以前に新聞・雑誌に発表した記事をまとめたものです。
この書は、中村一郎によって編集され、著者である岡田氏の
承認のもとで教団本部から出版されました。その内容は、前
述の四つのカテゴリーすべてを包含する形で構成されていま
す。また、岡田氏の口述による宗教的発言については、『信
26』および『思想について（On Ideas）』に収録されており、
これらも中村氏によって編纂されたものです。同様に、『牧
会指導書（Guide to Ministry）』、『浄霊（Johrei）』、『治療
の務め（Ministry of Healing）』、『信仰（Belief）』、『聖な
る奉仕（Sacred Service）』なども、宗教活動の補助教材として
編集されたものです。
もう一つの、主として宗教的性格を持つ著作群として、便

宜的に第五のカテゴリーと呼び得るものに、自伝的随筆があ
ります。『奇跡の物語（Stories of Miracles）』は、１９２６年
に受けた一連の神の啓示を含む、岡田氏の生涯における重要
な宗教的出来事を記録したものです。この巻にはさらに、信
徒たちによって書かれた数多くの体験談も補足として収めら
れています。また『光への道（The Pathway to Light）』は、１
９１９年から１９４９年にかけての約三十年間を扱った自伝
的概説であり、岡田氏が宗教的探求へと向かうに至った背景、
神の啓示を受けるに至る過程、戦前の厳しい治療活動の実態、
さらに戦時中および戦後に経験した困難や迫害について述べ
ています。
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この巻は特に、著者が人間社会の諸問題に対して幅広い関心
を持っていた人物であることを示しています。その関心は、
政治や経済といった社会的領域から、芸術や教育、さらには
科学や宗教にまで及んでおり、まさに多方面にわたるもので
した。
岡田氏の宗教的著作はこのように分類することは可能です

が、それによって重要な教義概念に関する彼の思想が体系的
に整理されて提示されていることを意味するわけではありま
せん。実際には、宗教の核心となる思想を集中的に論じた論
文はごくわずかです。そうした説明は、長大な論考の中に散
在していたり、未編集の講話や説教の記録の中に埋もれてい
たり、あるいは詩や祈りの中にさえ含まれている場合があり
ます。そのため岡田氏の基本的な思考を明確に理解するため
には、著作を慎重に索引化し、神やその他の概念に関する多
数の言及を収集・整理し、それらを論理的な順序に従って再
構成する作業が必要になります。
岡田氏は、段階的な方法によって教えを説こうとしており、

信徒の理解の深まりと歩調を合わせながら、徐々に内容を発
展させていきました。難解な概念を最初から無理に理解させ
るのではなく、神の存在やその働きを、できるだけ平易で具
体的な言葉で説明しようとしたのです。その代表的な例が
『神は奇跡を行う（God Works Miracles）』であり、この著作
では、浄霊の受益者や施術者によって書かれた体験記に注釈
を加える形で、奇跡の持つ霊的な意味を明らかにしようとし
ています。これらの人々の中には、一九四五年の夏に広島や
長崎にいた者も含まれていました。彼らは被爆という極限状
況を生き延びただけでなく、その後も浄霊を通じて多くの被
災者の救援にあたったのです。
岡田氏が、信仰のより深い次元について、より体系的に記

述し始めたのは、その晩年になってからのことでした。
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『文明の創造（Birth of the New Civilization）』は、そのような
晩年の試みの最初であり、残念ながら唯一の成果となったも
のです。この書は神の啓示に基づいて執筆され、現代文明が
いかに誤った認識の上に築かれているかを人々に知らせると
ともに、世界を改めるための神のメッセージを伝えることを
目的としていました。岡田氏はまた、この著作を各国の人々
に翻訳し、広く伝えるように指示していました。さらに彼は、
『文明の創造』の続編として『神霊の解剖学（An Anatomy of 
Divine Spirituality）』（医学革命の書？）を執筆する計画も
持っていました。もし彼がさらに長く生きていたならば、こ
の著作が神とその摂理に関する最終的かつ決定的な教えと
なっていたであろうとされています。

3 文明論批評（Critiques on Civilization）
岡田氏の文明の歴史およびその本質に関する著作には、この
世界に対する終末論的な展望が反映されています。岡田氏は、
病・貧困・戦争といった問題を解決する方法を持たない文明
は、真に正しい文明とは言えないと考えていました。とりわ
け近代人は、物質的価値や科学技術に過度に依存することに
よって、かえって自らの苦悩を増大させていると指摘してい
ます。そして岡田氏は、現代文明の根本的な欠陥を認識し、
その進む方向を改めない限り、文明そのものが人類破滅の要
因となる可能性すらあると論じています。
私たちの世界は、戦争・貧困・病気に悩まされ、行き詰ま

りの状態に近づきつつあるとされています。岡田氏は、この
状況のもとで最終的な審判が目前に迫っていると見ていまし
た。そして、人間が悔い改めるならば救済されるが、悔い改
めを拒むならば滅びを免れないと考えていたのです。
岡田氏は、文明の問題のみに専念して論じた単独の著作を

残してはいません。ただし『文明の創造』は、その主題に関
して包括的に論じようとした作品として、それに最も近い位
置づけを持つものとなっています。
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当初、岡田氏は本書において、政治・経済・社会に関する章
を設けるとともに、戦争と平和の問題についても詳しく論じ
る予定でした。しかし、その構想を完成させる前に、彼はそ
の生涯を終えることになりました。
具体的な社会的・政治的・経済的問題に対する批判的論考

は、雑誌や新聞に掲載された随筆や、講演の速記録の形で数
多く残されています。それらの多くは、弟子たちによって編
纂された『芸術と社会随筆集（Essays on Art and Society）』の
第二部にまとめられています。また、『宗教随筆集（Essays on 
Religion）』の第五部にも、日本文化を中心とした現代文明批
判に関する十五編の論考が収録されています。
これらの随筆は、社会的不正義、政治腐敗、全体主義、軍

国主義、権力政治などに対する批判を展開するうえで、岡田
氏の思想を代弁する役割を果たしていました。岡田氏は世界
政府の必要性を唱える立場から、各国の指導者に対し、「自
国中心の思考から解放され、人類全体の幸福を計画すべきで
ある」と訴えました。さらに彼は、貧困、インフレーション、
破産、犯罪、自殺といった多様な社会・経済問題の原因を分
析し、それらを根本的かつ永続的に改革するための処方を提
示しました。
冷戦が激化する中で、岡田氏はソビエト連邦の政策を批判

する多くの論考を執筆しました。彼は特にスターリン主義お
よび国際共産主義に対して、強い情熱をもってその問題点を
指摘し続けました。
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岡田氏はアメリカ合衆国を、キリスト教的価値観を有する国
家であると同時に、日本を解放した国としても捉えていまし
た。彼はその国に、自らが説こうとしていた多くの価値観が
体現されていると見なしつつも、物質主義へと傾きすぎてい
る点については問題視していました。また興味深いことに、
岡田氏は朝鮮戦争期の早い段階で、中ソ対立および米中接近
の可能性を予見していたとされています。彼は次のように述
べています。「毛沢東と周恩来はいずれも賢明な人物である。
やがて彼らは、突然ソ連に背を向け、アメリカと握手するこ
とで世界を驚かせるだろう。」

4 浄霊と自然農法（Johrei and Nature Farming）
１９３５年から１９４５年の第二次世界大戦終結までの間、
岡田氏は主として浄霊および病気と健康に関するテーマにつ
いて講話や説教を行っていました。しかし当時の日本では、
宗教的・思想的表現のほぼすべてが厳しく検閲の対象となっ
ており、著作の発表は極めて困難な状況にありました。その
ため今日に残されている資料は、ごく少数の論考に限られて
いますが、それらの多くはもともと講義として行われたもの
であり、弟子たちによって記録されたものです。また一九四
二～四三年には、教団は信徒向けの三巻本小冊子『未来の医
学（Medicine for Tomorrow）』を出版することに成功しました
が、数か月後には検閲により発禁処分となり、流通は停止さ
れました。
戦争が終結し、信教・言論・表現の自由が保障されるよう

になると、岡田氏が最初に取り組んだことの一つは、『未来
の医学』三巻本の改訂でした。その改訂版は一冊にまとめら
れ、１９４７年に『天国の福音（The Gospels of Heaven）』と
して刊行されました。とりわけ前半部分では、従来の病気や
治療に対する考え方を見直す必要性について、具体的かつ詳
細な議論が展開されています。また同時に、これから人間が
どのような方向へ進むべきかについても、明確な指針が示さ
れています。
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現在においても、すでにほぼ四十年が経過しているにもかか
わらず、この著作に含まれるいくつかの概念や洞察は、なお
際立った鋭さと先見性を持つものとして評価されています。
岡田氏は、教団の新聞や雑誌において、病気および浄霊に

関する多数の記事や短い随筆を発表しました。それらは主と
して信徒向けに書かれたものでしたが、時事的な問題や現代
的課題と密接に関わる内容を含んでいたため、より広い読者
層の関心も引きつけるものでした。『神意に基づく健康への
アプローチ（A Divinely-inspired Approach to Health）』は、岡田
氏自身によって編纂された数多くの随筆集の一つです。

1950年代初頭には、一般読者向けにいくつかの独立した著
作が刊行されました。その一例が『結核の霊的治療（Spiritual 
Healing of Tuberculosis）』です。当時、結核は日本における主
要な死因であったため、岡田氏はこの疾病について多くの論
考を残しました。また岡田氏は、将来的には結核の発生は大
幅に減少するものの、その代わりに癌をはじめとする、より
複雑で治療困難な疾病が増加すると予測しています。浄霊に
関する最も体系的な著作の一つが『新文明の創造（Birth of the 
New Civilization）』です。この重要な著作は、本英訳書の中心
部分を構成しており、浄化の概念および浄霊の霊的・肉体的
意味を、広範な理論的枠組みの中に位置づけたものとなって
います。

Most of Mr. Okada's articles on nature farming appeared in the 
church newspapers.“Notes on Nature Farming”（『自然農法ノー
ト』）は特に重要な著作であり、とりわけ1953年に改訂・増
補された版には、岡田氏自身によって選ばれた論考や事例研
究が収録されています。この書は、自然農法に関する岡田氏
の見解を最も重要かつ体系的に示した代表的な解説となって
います。
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宗教に関する主張と同様に、岡田氏の治療、病気、栄養、
自然農法に関する言説もまた、彼の講演や講義、質疑応答の
記録、ならびに学者やジャーナリストによるインタビューの
書き起こしの中に散在している。これらの実践的なテーマに
関する彼の思考を、より完全かつ深く理解するためには、し
たがって、これらの断片的な資料を収集し、一つに統合し、
それら全体として厳密かつ体系的に分析することが必要であ
る。

5 芸術（The Arts）
岡田氏は芸術を非常に重視しており、教団の定期刊行物にお
いて、美学および個々の芸術作品に関する約60編の論考を執
筆しました。『随想集（Assorted Reflections）』は、岡田氏自
身によって選ばれた21編のエッセイから成る著作です。また
『芸術と社会随筆集（Essays on Art and Society）』の第1部は、
岡田氏の芸術および文化に関する論考をまとめた、死後に編
纂・刊行された著作となっています。
岡田氏は、魂の清らかな芸術家によって創造された優れた

芸術作品は、それを鑑賞する人々にとって精神的向上の媒体
となり得ると説いていました。文学、美術、音楽、演劇、舞
踊、映画制作といった各分野の芸術家は、一定の高い人格的
気品を備えていなければならず、また常に自らの魂を浄化す
るよう努める必要があるとされます。そうすることによって
初めて、彼らは創造的活動を通じて他者を真・善・美へと導
くことができると考えられていました。岡田氏はこの確信に
基づき、東西の芸術に関する多くの批評的論考を執筆してい
ます。
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多数の論考は、日本の優れた芸術家とその代表作についての
考察に充てられています。岡田氏の見解では、日本美術史上
最も偉大な画家は尾形光琳（1638–1716）であり、その『紅白
梅図』は、主題の本質を見事かつ直感的に表現した作品とし
て比類がないとされています。また、創始者は本阿弥光悦
（1558–1637）の工芸的完成度や、俵屋宗達（17世紀）の絵画
も高く評価しています。陶芸家の分野では、尾形乾山（1663–
1743）および野々村仁清（17世紀）を高く評価しており、特
に後者の『藤花壺』を日本陶芸作品の中で最も優れたものの
一つと見なしています。

6 賛歌と詩（Hymns and Poetry）
岡田氏の詩の中心的なコレクションは、主として信仰を讃

える一連の詩、すなわち賛歌から構成されています。彼はま
た、神を讃美する詩も多数執筆しました。さらに、筆名「暁
麿（Akemaro）」のもとで二つの詩集を刊行しており、『暁麿
詩集（Selected Poems of Akemaro）』は主として抒情詩を収め、
『山と渓流（Mountain and Stream）』は自然の美しさを主題と
しています。このほかにも、新聞や雑誌に発表された詩が存
在します。岡田氏の詩は信徒にとって啓蒙の源となるもので
あり、そこにはしばしば、最も重要な宗教的真理が凝縮され、
強調される形で表現されています。

Selected Publications（主要出版物）
以下の一覧は、岡田氏の膨大な著作の一部を示すにすぎな

い。上記に挙げた出版物は、各カテゴリーごとに年代順に配
列されている。第1カテゴリーにおける4～8および10の著作は、
「時刊叢書（Jikan Sōsho）」と呼ばれる一連の冊子として刊行
されたものである。

183



「自観」（文字通り「自己観照」）は、岡田氏の筆名の一つ
である。この「自観」は、第4～6、8、および10～12の著作の
著者名として用いられている。一方、「暁麿（Akemaro）」は
すべての詩集において使用されており、すなわち第7、9、13
の著作に見られる。それ以外の書籍では本名が用いられてい
るが、第16および17の著作については例外であり、教団本部
の教義研究部門によって編集されたものである。
第2カテゴリーの諸巻はすべて、岡田氏の講義、説教、およ

び弟子たちとの対話を記録した書き起こしであり、教団本部
によって年代順に編纂されたものである。第19および第20の
巻は、おおむね同じ時期を扱っているが、その内容は大きく
異なっている。すなわち前者は、近しい弟子たちとの質疑応
答の記録であるのに対し、後者は地方教会の指導者および一
般信徒に向けて口頭で伝えられた教えを収録したものである。
第3カテゴリーのものも、口述教義の書き起こしを含んでい

るが、その内容は特定の主題やテーマに焦点を当てており、
それらは各著作の題名にも明確に示されている。なお、
「Seiko Kyokai（聖光教会）」は、救いの光教会の前身であり、
同教会の理事は中村一郎である。
教団刊行物のために岡田氏が執筆したすべての記事をここ

に列挙することは現実的ではない。したがって、彼の随筆が
もともと掲載された定期刊行物についての情報のみを示すに
とどめる。第28～30は同一の週刊新聞であるが、その名称は2
度変更されている。第31は雑誌である。『栄光（Eiko）』およ
び『地上天国（Chijo tengoku）』はいずれも岡田氏の死後も教
団本部によって刊行が続けられたが、以下の一覧は、彼の原
稿が掲載されていた1954年6月までの期間に限定されている。
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I. 書籍
（Books）
1.『明日の医学』3巻（東京：武士澤武、1942–43年）、951頁＋xxx。

2.『天国の福音』（東京：坂井勝之、1947年）、409頁＋xiv。

3.『信仰随想』（東京：日本観音教団、1949年）、106頁＋vi。

4.『霊界叢談』
（静岡県熱海：二十世紀出版印刷合資会社、1949年）、77頁。

5.『自観随筆』（熱海：二十世紀出版印刷合資会社、1949年）、76頁。

6.『奇蹟物語』（熱海：二十世紀出版印刷合資会社、1949年）、78頁。

7.『暁麿詩集』（神奈川県小田原：日本みろく教会、1949年）、86頁。

8.『光への道』（小田原：日本みろく教会、1949年）、69頁。

9.『山と水』 （東京：小坂嘉一郎、1950年）、301頁＋viii。

10.『神示の健康法』（東京：共生新聞社、1950年）、72頁。

11.『世界メシア教早わかり』（東京：栄光社、1950年）、57頁。

12.『自然農法解説』（東京：栄光社、1951年）、63頁
；改訂増補版（熱海：世界メシア教出版部、1953年）、236頁＋vii。

13.『讃歌詩集』（熱海：世界メシア教出版部、1951年）、107頁＋iv。

14.『結核霊光療法』
（熱海：世界メシア教出版部、1952年）、235頁＋iv。

15.『世界メシア教奇蹟誌』
（熱海：世界メシア教出版部、1953年）、

300頁＋xi；改訂版（1954年）、302頁＋xi。185



16.世界メシア教教務部編『御神書：宗教篇』
（熱海：世界メシア教出版部、1954年）、520頁＋x。

17.— 編『世界メシア教聖典：芸術篇・社会篇』
（熱海：世界メシア教出版部、1955年）、318頁＋vii。

II. 講話記録（Transcriptions）
18.新生教会編『悟光録』全19巻（東京：新生教会、1948–50年）。

19.世界メシア教編集部編『御指示録』全30巻
（熱海：世界メシア教出版部、1951–54年）。

20.— 編『御教集』全33巻
（熱海：世界メシア教出版部、1951–54年）。

III. 弟子による編纂資料
（21.中村一郎編『伝道の手引』（大阪：大乗教会、1954年）、178
頁＋xiii；改訂第5版（京都：聖光教会、1959年）、316頁＋xxvii。

22.同編『浄霊』（神戸：帰光教会、1955年）、83頁＋x；改訂第2
版（京都：聖光教会、1957年）、85頁＋ix。

23.同編『御用について』（神戸：帰光教会、1955年）；改訂第4版
（京都：聖光教会、1959年）、108頁＋vi。

24.同編『信心』（神戸：帰光教会、1956年）、87頁＋vi。

25.同編『浄霊布教』（神戸：帰光教会、1956年）、80頁＋iii；増補
第2版（京都：聖光教会、1958年）、118頁＋iv。

26.同編『罪について』（京都：聖光教会）、186頁＋xiii。

27.同編『想念』（京都：聖光教会、1957年）、97頁＋v。186



IV. 定期刊行物（Periodicals）
28.
『光（Hikari）』第1～47号（1949年3月8日～1950年1月28日）。
小坂嘉一郎編、東京にて刊行。初期は日本観音教団、のちに
日本みろく教会によって出版された。
29.
『救世（Kyusei）』第48～65号（1950年2月4日～1950年6月3
日）。
小坂嘉一郎編、東京の光社より刊行。
30.
『栄光（Eiko）』第66～258号（1950年8月23日～1954年5月26
日）。
第66～115号は小山正雄、第116～149号は小山うめの、第150
～258号は百海誠一が編集した。
第66～149号は東京の栄光社より刊行され、第150～258号は熱
海の世界メシア教出版部によって出版された。
31.
『地上天国（Chijo tengoku）』第1～59号（1948年12月～1954
年6月）。
森山実太郎編、1950年以降は熱海の世界メシア教出版部より
刊行。
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基本概念解説

創造 神がその御経綸のもとに、宇宙のあらゆる
万物を創り出される御業。

岡田氏の教えの根幹をなすものは、創造に関する教義であ
る。その基本的な考え方は、宇宙のあらゆる万物が、神の永
遠の御経綸に基づいて創造されたということである。神は最
後に人間を創造され、人間に霊的な本性を与えられた。そし
て、人間には、神が人々に示される御心を理解することので
きる霊魂が授けられている。さらに神は、人間が他の被造物
を治めるために必要な知識と能力を身につけることを許され
ている。
神の創造には明確な目的がある。その目的とは、人類を地

上天国建設へと導くための備えを整えることである。人間は、
善と真と美に満ちた世界を築くという神から与えられた使命
を果たすことによって、新しい文明の実現に向けた準備を進
めるのである。そのため、一人ひとりは固有の使命をもって
この世に生まれてくる。その使命を成就することが、人類全
体へのそれぞれの貢献となる。したがって、人はその使命を
果たすことができるよう、それぞれに固有の身体的、知的、
感情的な資質をはじめ、さまざまな特性を与えられているの
である。
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その他すべての被造物は、人間が神から与えられた使命を
果たすのを助けるために創造された。
また神は、人間の喜びのために、自然の美と多様性、四季の
移り変わり、そしてさまざまな気候をお造りになった。
雪をいただく山々、エメラルド色に輝く海、色鮮やかな木々
の葉や花々に至るまで、神は御自身の栄光をこの世界に満た
されたのである。
しかし同時に、それぞれの環境、個々の植物、動物、鉱物、
さらには自然界のあらゆる存在には、神の御経綸全体の中で
果たすべき固有の役割が与えられている。
名もない草や目立たない石に至るまで、すべてのものが何ら
かの使命を担っているのである。
したがって、神が本来意図されなかった目的のために物事を
用いることは、創造の霊的法則に反することとなる。
一方、人間は神の助けを求め、神が必ず応えてくださるとの
確信をもって生きるならば、神と調和して生きることができ
る。人間には、自らを支える唯一の力が神の無限の愛である
ことを認識し、また神から愛されているように神を愛する能
力が与えられているのである。
神の創造された宇宙は、霊界と現界（物質界）の二つの領

域から成っている。
神は霊界を統御されることによって全宇宙を主宰しておられ
るが、同時に現界にも直接その御力を及ぼしておられる。
人間の霊魂は肉体の中に宿っているとはいえ、本来は霊界に
属する存在である。したがって、人が死を迎えると、霊魂は
肉体を離れ、再び霊界に帰るのである。
神は宇宙を諸法則によって統治されるよう定められた。

その中でも根本的な法則の一つが、霊が物を主宰し支配する
という霊主体従の法則である。
さらに、浄化は人間生活のみならず自然界全体に働く基本的
な原理であり、神の御経綸を理解するうえで欠くことのでき
ない法則である。
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神は宇宙における万象の秩序を定められ、またこの世界に対
する御経綸が成就されるための時の定めを設けられた。人間
は、すべての被造物の中で最も高い位置を与えられているが、
同時に神の定められた戒律に従うべき存在でもある。一方、
その他の被造物は、生物であれ無生物であれ、神から授けら
れた固有の能力によって、自らの役割を自然に果たし、神の
御経綸の実現に参与しているのである。
岡田氏は、生あるもの、特に人間は神によって創造され、

絶えず神によって生かされているため、その存在と働きの中
には、科学や理性によっては十分に解明し得ない側面がある
ことを説いた。神は地上における御経綸の成就を人間に託さ
れたがゆえに、人間の誕生と死は直接神の御支配のもとにあ
る。人がこの世における使命を果たし終えたとき、いかなる
人間の力もその生命を延ばすことはできない。また、その使
命が完遂される以前に、神の御意志によらずして生命が終わ
らされるべきでもない。神が浄霊の真理を人類に授けられた
のはこのためである。浄霊という神の賜物の中には、人間の
肉体的・霊的な不完全さを浄め、克服し、それぞれに与えら
れた使命を全うすることを可能にする創造の力が備えられて
いるのである。
人間は、神の御意志に従うことを離れ、自らの思いのまま

に歩む道を選んだ。それは神の創造の目的に背く行為であり、
その結果として罪が生じ、人類の生活は苦悩と不幸に覆われ
ることとなった。しかし神は、その無限の愛によって人間を
赦そうとしておられ、人々が悔い改めて神に立ち返る日を待
ち続けておられる。神は、すべての人が神の実在を悟り、そ
の御存在を認識することを望んでおられる。そして、人間の
罪や不幸さえも、人を神の愛へと導くための契機として用い
られるのである。このようにして人は創造の真の目的を理解
し、神の御経綸に参与して地上天国建設の業に加わるよう導
かれるのである。
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神はすべての人類を愛し、悔い改めて神に立ち返る者を救
おうとしておられる。人の霊魂が浄化され、神の道へと帰る
に従って、その思いと言葉と行いは浄められ、善と真にかな
うものとなる。もはや神に背くことなく、生活のすべてを通
して信仰を実践し、ついには神から与えられている愛に完全
に応える神への愛を体得するのである。さらに、その愛は他
者へと広がり、真実かつ完全な愛となる。この状態こそ地上
天国であり、創造の目的が目前に実現された姿である。それ
は、人間と自然が完全な調和のうちにある理想世界であり、
この世界に対する神の御経綸の完成を示すものである。
地上天国において現れる美と調和、そして創造のあらゆる

栄光は、それ自体が最終目的ではなく、さらに深遠な目的を
実現するための手段であり条件である。神のなされるすべて
の御業は、人類の罪の赦しを含めて、その目的の達成へと向
けられている。その目的とは、人類の救済にほかならない。
地上天国は、神によって救われるにふさわしいと認められた
人々によって建設される。また、それは神の御意志に全面的
に従うことのできる霊的覚醒に達した人々の住まう世界であ
る。そのような祝福された人々は、神との合一によって永遠
の生命にあずかり、天界において神を拝するのである。これ
こそが神の創造の究極的な目的である。

信仰 神への愛に基づき、神との人格的な関係を結ぶこと。
さらに、神の実在と、人類の救済を願われる神の御意
志に対して信頼と確信をもつこと。

信仰とは神との聖なる契約であり、その根源は、人間が神
の恩寵によってのみ得ることのできる霊的な認識にある。
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信仰は、人間の意思によって自由に得たり捨てたりできるも
のではない。また、外部から強制的に与えられるものでもな
い。真の信仰とは、神の恩寵によって、人の霊魂の奥深くか
ら自発的に湧き起こるものである。それゆえ岡田氏は、信仰
の成長においては、神への愛が自然に育まれ、深められてい
くことが何よりも重要であると説いたのである。
岡田氏は、日本においてその教えを広めるにあたり、長く

根付いてきた多神教的な伝統を乗り越えなければならなかっ
た。当時、その教えを受け入れた人々の大多数は、唯一の主
であり創造主である神についての認識をもっておらず、神の
実在を理解させることは極めて困難であった。岡田氏の行っ
た病気治しの御業は、主として、信仰をもたない人々はもち
ろん、仏教徒や神道の信奉者たちが、浄霊の救いの光を通し
て神の愛を受け入れるよう導くための手段であった。
神の実在を信じることは、信仰へと導かれる過程の出発点

にすぎない。岡田氏は次のように説いている。「浄霊による
驚くべき御守護の中に神の御働きを見た者は、さらに信仰を
深めるよう努めなければならない。神は、一人でも多くの人
を救おうと願っておられる愛の神である。その神の愛に応え
る最善の道は、苦しみの中にある人々を助け、浄霊を取り次
ぎ、神への信仰へと導くことである。」このように岡田氏は、
信徒たちが他者への献身的な救済活動を通して信仰を深める
ことができるよう、積極的に病気治しの御用に携わることを
勧めたのである。
また岡田氏は、信仰を深めるためには、すべてを神にお任

せしなければならないことを強調した。
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岡田氏は次のように説いている。「浄霊の神光によって、多
くの人々が死の淵から救われてきた。この事実こそ、神の絶
対善と全能の力の証しである。そのことを固く信じなさ
い。」浄霊の治癒力は、神が人類に与えられた尊い賜物であ
る。それは霊的および肉体的な機能を浄め、病や苦しみの原
因を取り除く働きをもっている。しかし、浄霊の働きは単に
病を癒すことにとどまらない。その不思議な力を体験するこ
とによって、人は神の真理に目覚めることができるのである。
そして、その新たに得た信仰に従って最善を尽くして生きよ
うとするならば、その人の霊魂は浄化され始める。さらに、
すべてを神の恩寵に委ね、苦痛や苦難さえも神の御意志とし
て受け入れるとき、その人は真の信仰を育み、深めることが
できるのである。
岡田氏は、浄霊を取り次ぐ者にとって最も重要な資格は、

神に対する絶対的な信頼と揺るぎない信仰であると説いた。
弟子が浄霊による救済活動の中で困難に直面したとき、岡田
氏はその原因が、その人の信仰の弱さ、あるいは信仰が薄れ
つつあることにあると見抜くことが常であった。「信仰が十
分でないと、その状態は教会への礼拝を怠ることや、教えを
学ぶことへの熱意の欠如、さらには自らの務めをおろそかに
することとなって現れるのである。」
悔い改めの必要性は、岡田氏の教えの中心をなすもので

あった。しかし岡田氏は、説教や個人的な指導において、そ
のことをあからさまに繰り返し強調することはほとんどな
かった。それは、信徒が自らの意思によって悔い改めること
のできるだけの成熟した信仰を身につけるまで待とうとした
からである。岡田氏は、人の過ちを直接非難するよりも、そ
の人が自発的に悔い改めへと至るよう、一歩一歩導くことを
好んだ。しかし、その信仰が確かで揺るぎない者に対しては
非常に厳格であり、その罪や過ちについて容赦なく戒めるこ
ともあった。
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岡田氏は悔い改めにもさまざまな段階があることを説いたが、
とりわけ強調したのは、人の心の奥に潜み、神の御意志に背
くあらゆる思念を警戒し、それを克服する必要であった。真
の信仰を持つ者は、あらゆる事柄において神の御意志に従お
うと努めるのである。その究極の目標は、神の御命令に完全
に従順となることによって、完全な人間へと成長することに
ある。そのためには、信仰者は絶えず神の御恩寵による魂の
浄化を願い求めるとともに、思いと言葉と行いのすべてにお
いて、完全な清浄と誠実を目指して努力しなければならない
と岡田氏は教えたのである。
神の啓示に基づく岡田氏の御神書を深く拝読するほどに、

人の魂はますます清められ、信仰はいよいよ深まるのである。
浄霊が外から霊を浄化する働きを持つのに対し、神の御言葉
を記した御神書を拝読することは、内から浄化の力を生み出
すのである。また、神に祈りを捧げることも、祈る者の霊性
を高め、その信仰をより深いものとするのである。信仰は本
来、一人ひとりの内面に関わる個人的なものである。しかし
岡田氏は、信仰の成長において教会組織が果たす役割の重大
さを深く認識していたのである。神の御霊は教会を機関とし
て働くがゆえに、信仰者が礼拝や祭典に参列することは極め
て重要である。教会は、浄霊と岡田氏の教えと相まって、信
仰者を真に純粋な信仰へと導く尊い役割を担っているのであ
る。さらに教会は、単に布教活動の中心であるのみならず、
奇蹟やこの世に現れるさまざまな出来事を通して神が人類に
示される御経綸を解き明かし、その御メッセージを伝える機
関でもあるのである。

岡田氏の教えの中には、神の審判と新時代の到来を説く
終末論的思想が色濃く表れていることは容易に理解できるの
である。
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岡田氏が受けた神示は、差し迫る神の審判と、地上天国にお
ける救済の希望を中心とするものであった。また、浄霊の賜
物は、神の御赦しと御慈愛のしるしである。しかしながら、
単に神を信じ、浄霊を実践するだけで、神の審判を乗り越え
ることが保証されるわけではないのである。信仰者は一人ひ
とりが真に悔い改め、神の御心にかなう道へ立ち返らなけれ
ばならない。もしその信仰が表面的であり、誠実さを欠くも
のであるならば、審判の時が近づくにつれて、その人はより
強い浄化作用を受けることになるのである。それは、その者
をもまた悔い改めへと導き、神の御許へ帰らせようとする神
の深い御愛の現れなのである。
すでに霊界においては変化が始まっているのである。浄化

の力は日ごとに強まりつつあり、その霊的変革の影響は、次
第に現界にも現れ始めているのである。近年増加しつつある
複雑かつ難治性の諸病は、まさにその大転換の到来を告げる
徴候の一つである。岡田氏は、浄霊によって計り知れない恩
恵を受けながらも、なお信仰が弱く、感謝の心を持たない者
は、やがてその不信と忘恩に対する報いを受けることになる
と警告している。しかし、その報いを受ける中で自らの過ち
を悟り、悔い改めるならば、なお神の御道へ立ち返る機会が
与えられるのである。反対に、悔い改めることなく神に背き
続けるならば、その前途は極めて厳しいものとなるのである。
したがって、恩恵に感謝しない少数の人々をいたずらに救お
うと努めるよりも、浄霊の真理を世界のより多くの人々に伝
え広めることの方がはるかに重要であると岡田氏は説いた。
すなわち、創造主なる神をまだ知らず、その御存在を信じる
に至っていない人々にまで浄霊の光を届け、一人でも多くの
人々を神の御許へ導くことこそ、今日の信仰者に課せられた
重要な使命なのである。
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神 宇宙万有を創造し、その生成化育を司り給う唯一絶対の
至高神である。すべての生命と存在の根源にして、宇宙
を統御し給う主宰者である。

岡田氏の神観においては、特に次の五つの点が重視されてい
るのである。
1.神は宇宙万有の創造主にして主宰者である唯一神であること。
2.神は宇宙の至るところに存在し、自然・歴史・社会および日
常生活のすべてを貫いて働いておられること。

3.神は万物に対して、特に人類に対して無限の愛を注ぎ給う存
在であること。
4.神は究極にして最高の霊的実在であること。
5.神は人間の霊的および肉体的健康に深く関与しておられるこ
と。
神の御本質および神への信仰についての岡田氏の教えは、

今日に至るまで十分に体系化され、あるいは詳細に分析され
たとはいえないのである。したがって、それらを読むに当
たっては、岡田氏がその教えを置いていた大きな思想的・宗
教的枠組みを常に考慮する必要があるのである。岡田氏の神
観の根底には、1926年に始まる神示と、その後継続して与え
られた神示が存在していることは疑いない。さらに、それら
は、30年にわたる御用の中で、神との深い交わりを通して得
られた霊感によって補われているのである。岡田氏は、「神
は必要に応じてその御計画を私に示される」と語り、また
「私は神の道具にすぎない」とも述べている。しかし、その
一方で、岡田氏は自らが受けた神示の全体像とその意義につ
いて、体系的な神学として完成させることはなかったのであ
る。
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岡田氏は、自らの御用の過程において現れた数々の奇蹟を通して、
神から受けた神示を人々に伝えようとしたのである。岡田氏によ
れば、神は人類救済のための大いなる御経綸を立て給うているの
である。そして神は、その御計画を着々と実現へ向けて進めてお
られ、世に現れる奇蹟の一つひとつは、その御慈愛の現れであり、
神の御業が成就へ向かって前進していることを示す具体的な徴な
のである。ゆえに奇蹟とは単なる不思議な現象ではなく、神の救
済の御経綸が現実に進行していることを人類に知らせるための、
生きた証拠なのである。
岡田氏の御教えにおいて、神はしばしば宇宙万有の「創造主」

あるいは「主宰者」として説かれているのである。同時に、神は
愛と慈悲の源泉としても繰り返し語られている。しかし、その神
の御愛という側面は、とりわけ神恩に関する教えの中で最も具体
的に示されているのである。すなわち、人類を救済するために神
が現し給う奇蹟を通して、神の御愛が説き明かされているのであ
る。そして浄霊の光によって奇蹟的な救いが現れるたびに、岡田
氏は神の御愛と御力の深遠さ、そしてその計り知れない偉大さを
人々に説き続けたのである。
神は、遠い天上の彼方におられて、人間とは隔絶した存在では

ないのである。岡田氏は、「神は常に私たちと共にあり、限りな
い御愛と温かい御慈悲をもって、その子らを見守り給うている」
と説いている。さらに岡田氏は、自らの信仰体験に基づき、「す
べてを神にお任せし、常に神の全知なる御守護のもとに生きよ」
と教えたのである。もし人がそのように神を信じ、その御心に身
を委ねて生きるならば、その人もまた心の平安に満ちた人生を送
り、人間として最高の幸福と充足を得ることができるのである。
岡田氏は、神の限りない御愛の深遠さと、絶え間なく与えられ

る神恩の豊かさについて数多く説いているのである。しかし同時
に、罪を悔い改めることを頑なに拒み、神の御心に背き続ける者
に対しては、神が決して寛容一方の存在ではなく、厳正なる御裁
きをもって臨まれることをも明らかにしたのである。
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弟子の一人が、自ら罪を犯したり、あるいは不正な行為に
よって他の信徒を誤った方向へ導いたりした時には、岡田氏
はその者を戒めて次のように言ったのである。「私に謝って
も何にもならない。神に祈り、心の底からそのお赦しを願い
なさい。」
神が私たちの日常生活のただ中に存在しておられるという

事実は、神を認める者にとって、その実在を確かなものとす
るのである。しかし、神の御存在を意識することだけで、私
たち一人ひとりに対する神の特別な御意志を本当に理解でき
るとは限らないのである。岡田氏は次のように説いている。
「神の御心は測り知ることができない。神のお力添えなしに
は、それは人間の知恵や知能の及ぶところではない。自分が
いかに神を理解していないかを知る者だけが、神についてい
くらかを知っているのである。」そして岡田氏は、あらゆる
驕りを捨て、絶対的な服従と謙虚さをもって神の御声に耳を
傾けるならば、その人は真の信仰者となることができると教
えたのである。さらに、そのような信仰を深めるにつれて、
神が自分に何を望んでおられるかを、ますます正確に感じ取
ることができるようになるのである。

人間 人間とは、神によって創造されたあらゆる生物の中で
最も高い地位を与えられた存在であり、善と悪を判断
する能力を持つ唯一の被造物である。

神は人間に、真に求めるならば神意を悟ることのできる深
い霊性を授け給うたのである。さらに、人間が万物を正しく
支配し管理することができるよう、高い知性を与え給うたの
である。また神は、人間に善悪を見分ける道徳的識別力と、
それを実行に移す強い意志の力を授け給うた。それゆえ人間
は、善と悪を判断し、自ら進むべき道を選び取ることができ
るのである。これらの能力はすべて、人間が神の御心を実現
し、この世界における神の御経綸に積極的に参与するために
与えられたものである。

198



しかし神は、人間に自由意思をも与え給うたのである。その
ため人間は、心に何を思い、何を語り、どのように行動する
かについて、自ら選択することができるのである。すなわち、
人間は善に従うこともできれば、悪に従うこともできるので
ある。その結果、人間は神意にかなう生き方によって聖なる
境地へと向上する可能性を持つ一方、神の御愛に背き、動物
的欲望の支配する低い状態へ堕落する可能性も持っているの
である。自由と責任とは切り離すことのできない関係にある。
人は自由を与えられているが、その自由によってなされた選
択の結果については、自ら責任を負わなければならないので
ある。そして、善悪いずれの道を選ぶかという最終的な決定
は、人間の魂の責任に属するのである。
魂は、人間一人ひとりに与えられた神意を受けるために創

造されたのである。ところが、人間が神の道に背くように
なって以来、その魂は本来備えていた純粋性を失うことに
なったのである。神の御心から離れた人間は罪を犯すように
なり、その結果として神意を正しく受け取る能力が曇らされ
ていったのである。また、罪を重ねるにつれて悪に傾く性向
はいよいよ強くなり、魂には次第に曇りが積み重なっていっ
た。そのため、人間は神との結びつきを弱め、ますます神か
ら遠ざかることになったのである。
人間はすべて神の御前において平等であるのである。しか

しながら、神が各人に託し給う使命は同一ではないのである。
それぞれの使命は、その人がこの世において果たすべき役割、
すなわち神がその人に望んでおられる働きを表しているので
ある。そして、その使命は同時に、その人の魂の状態をも反
映しているのである。魂が清らかであり、善に向かう心が強
いほど、その霊格は高くなり、それに応じて与えられる使命
もまた尊く重要なものとなるのである。また、人が持つ才能
や能力、性格、その他の資質も、神から与えられた使命を果
たすために備えられたものであり、その使命の内容と深く結
び付いているのである。
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また人間には欲望が与えられているのである。欲望は本来、生命
を維持し、種族を存続させるために必要なものであり、決して悪
いものではないのである。さらに人間は、その欲望を通して、こ
の世界に満ちているさまざまな神恩を味わうことができるのであ
る。すなわち、自然の美しさを愛でる喜び、芸術に感動する心、
日々の生活や仕事の中に見いだされる楽しみなどは、いずれも神
が人間に与え給うた恵みなのである。
このようなさまざまな資質や能力は、すべて神によって人間に

与えられた天与の恵みなのである。そして人間が自らの使命を真
摯に果たし、神に対する信仰を堅く保つならば、神恩はさらに豊
かに与えられるのである。しかし、魂に十分な清浄さがなく、欲
望を正しく統御することができない時には、その欲望は度を越し
て強くなり、人を罪へと導いてしまうのである。罪とは神意に背
く行為であり、人間のあらゆる不幸の根本原因の一つなのである。
とはいえ、どれほど悲惨な境遇にある人であっても絶望する必要
はない。神の御慈悲を受け入れ、信仰によって魂を浄め、神への
御用を通して神意にかなった生活を続けるならば、その人は新た
な幸福な人生を歩み始めることができるのである。

神の大愛を受け入れ、
その中に生きようとする者こそ、
真に人間というべきである。

（岡田茂吉 1949年4月）

奇蹟 奇蹟とは、全能なる神のみが成し得る御業であり、
神が被造物の世界において直接現し給う働きのことである。

岡田氏は、奇蹟とは浄霊による救済の御業に携わる人々の生活
の中に現れる、不思議かつ驚くべき出来事であると説いているの
である。
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奇蹟は神の御力の現れであるがゆえに、その本質や影響を人間の理
性だけによって完全に説明することはできないのである。奇蹟を体
験した人々自身も、それを科学的な言葉によって十分に説明するこ
とはできない。しかし、その体験者たちの証言は、奇蹟が持つ性質
とその偉大な力を知るうえで、何よりも雄弁で力強い資料となるの
である。
岡田氏の教えと、多くの信徒たちが長年にわたって体験してきた

事実によれば、奇蹟には重要な三つの意味があるのである。第一に、
奇蹟は神がその御存在を人類に知らせ、神の実在を悟らせるための
御業である。第二に、奇蹟は神の人類に対する御愛の現れであり、
創造主の偉大なる御力を示す証しである。第三に、奇蹟は神が人間
を悔い改めへ導こうとしておられること、そして罪を悔い改める者
を赦し救済しようとしておられることを告げる神のメッセージなの
である。
奇蹟とは、人々の心を善へと向け、できる限り多くの人々を悔い

改めへ導こうとする神の御業の一つなのである。人が浄霊を受け、
神の癒しの御力を身をもって体験する時、その人は神の御存在の前
に深い感動と畏敬の念を抱かずにはいられないのである。そして、
その体験を通して、神を信じることによって得られる神恩の大きさ
を悟り、多くの場合、それが真の信仰への第一歩となるのである。
さらに、浄霊による驚くべき治癒の奇蹟は、受けた本人だけでなく、
それを目撃した人々の信仰をも深めるのである。もちろん、その時
に神の光を取り次いだ者も例外ではなく、自らの目の前に現れる神
の御業を通して、神の御力と御愛に対する確信をさらに強めるので
ある。
奇蹟が現れる時期も、その奇蹟が現れるか否かも、すべては神の

御意志によって決定されるのである。
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人が強い憎悪や嫉妬の心を抱き、何かに執着し、あるいは邪念や不純
な思いに支配されている時には、神の御業である奇蹟は現れないこと
があるのである。また神は、その人に自らの過ちとその悪影響を悟ら
せ、真の悔い改めへ導こうとされる場合にも、あえて奇蹟を現されな
いことがあるのである。さらに、日頃は献身的で無私の心を持つ人で
あっても、思い・言葉・行為のいずれかにおいてわずかに神意から外
れるならば、それまで現れていた奇蹟が見られなくなることがあるの
である。しかし、そのような体験を通して人は岡田氏の教えに立ち返
り、信仰の本質とは何かを学ぶのである。そして次第に、信仰の真の
目的が、単に奇蹟や御利益を求めることではなく、神意にできるだけ
一致した生き方を実践し、真心から悔い改めることにあると悟るよう
になるのである。

御経綸 神が人類を救済へ導くために進めておられる御業であり、
また、人類をして神意に完全にかなった真・善・美の世界
を地上に実現させようとする神の御計画。

岡田氏の説く御経綸は、万物の創造主にして統宰者である神と、人
間との関係を根本としているのである。今日の世界が悪と苦悩に覆わ
れているのは、人間が神意に従わず、神の御心に背いてきたからであ
る。その結果、人間は罪を重ね、ますます悪に傾くようになってし
まったのである。しかしながら、御経綸とは単なる裁きではないので
ある。それはまた、人類が神の道へ立ち返ることを願われる神の大い
なる御慈悲であり、忍耐強い導きなのである。神は長い歴史を通じて、
啓示によって人々に御言葉を伝え続けてこられた。そしてその御教え
は一貫して、人々に悔い改めを求め、神の赦しを受けるよう呼びかけ
ているのである。
さらに、神の御経綸は生きた働きであり、常に前進しながら実現へ

向かって展開しているのである。
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神意はしばしば物質文明を通して人類に示され、またその実現も
物質文明を媒介として進められるのである。さらに物質文明は、
人間が真に善く美しい世界を建設するために用いるべき重要な手
段でもあるのである。科学の進歩や技術の発達は、確かに多くの
弊害を伴うことがある。しかしその一方で、それらは人間生活の
物質的条件を改善し、生活をより容易なものにするのである。ま
た、人々を重い労働や煩雑な作業から解放し、その時間と力を文
化活動や宗教活動、さらには慈善事業など、より高い価値を持つ
活動へ向けることを可能にするのである。
人類の歴史を振り返るならば、自らの罪や過ちを真に反省し、

その原因を深く見極めようとした人は決して多くなかったのであ
る。しかし、それにもかかわらず、人類に注がれる神の無限の御
愛は一度として絶えることがなかったのである。岡田氏は、今日
の人類は神から著しく離れてしまったが、もはやこれ以上悪の道
を進み続けることはできないと説いたのである。また、人類は神
を離れて目的もなくさまよう生き方を続けることもできなくなっ
たのである。神の御経綸は今や裁きの時へ向かって進展しており、
その時に備えて人々は悔い改め、神の赦しを受ける希望のうちに
生きなければならないのである。そして神は、人類を信仰と悔い
改めへ導くための目に見える徴として、岡田氏に浄霊を授けられ
たのである。
岡田氏は、神の御裁きの時はすでに近づいていると説いたので

ある。そして神は、その到来を人類に知らせるため、歴史を通じ
て現れた偉大な宗教の教えや数々の奇蹟、さらには世界の出来事
そのものを通して、多くの徴を示してこられたのである。神の呼
びかけに応じて悔い改める者は、まず御裁きを受け、その魂に積
もった悪を浄められなければならないのである。その浄化の過程
を経て初めて、人は神意に従う者として整えられ、地上天国建設
という神の御経綸に参与する資格を与えられるのである。

啓示 啓示とは、神の御言葉と真理が、人類に対して直接、
あるいは神の使者を通して伝えられることであり、
また歴史の中に神意が現されることである。
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岡田氏は、人類の歴史そのものが神意の顕現であり、神は歴
史を通してその御心を人類に示してこられたのであると説いて
いる。神は時代ごとに、また地域や文化の違いを超えて、特定
の人々に啓示を与えてこられたのである。そして、その啓示は
常に人々を救済の道へ導くために伝えられたのである。人類の
歴史を振り返れば、多くの宗教はこのような神の啓示を基礎と
して成立していることが分かるのである。

1926年の暮れに岡田氏が受けた最初の啓示は、神から与えら
れた世界的使命への目覚めをもたらすものであったのである
（「略伝」参照）。その啓示によって岡田氏は、神の御裁きの
時が近づきつつあること、悪の時代が終わろうとしていること、
そして人類は自らの罪を悔い改めて神の赦しを求めなければな
らないことを知らされたのである。当時与えられた一連の啓示
の中心には、神からの重要な宣言があった。それは、罪を赦さ
れた人々によって築かれる地上天国の時代が近づいているとい
うことであった。さらに神は、この大いなる福音を世界中の
人々に伝えるよう岡田氏に命じられたのである。
日本には伝統的に一神教の信仰が根づいていないのである。

そのため、万物を創造し統宰される唯一神という観念は、多く
の日本人にとって必ずしも親しみ深いものではなかったのであ
る。また、とりわけ知識人層の間には、宗教に対して懐疑的で
あったり、無信仰へ傾いたりする傾向が強く見られたのである。
このような事情を考えるならば、岡田氏が受けた神の啓示の意
味は、まず日本という特殊な宗教的環境の中で理解されなけれ
ばならないのである。
岡田氏に与えられた使命は、日本の人々に神の救済を伝える

ことだけではなかったのである。
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岡田氏は、この救済の福音を世界中の信仰者たちに伝えるだけで
なく、物質文明の発展や科学技術の進歩に心を奪われ、その結果
として真の信仰から遠ざかってしまった人々にも伝える使命を与
えられていたのである。特に岡田氏は、現代文明の複雑さの中で
人生の方向を見失い、精神的な拠り所を失っている人々に対して
深い関心を寄せたのである。そして、そのような人々に対し、浄
霊の力によって魂を目覚めさせるとともに、自らの教えによって
信仰を神への真実の愛へと導くよう努めたのである。
浄霊の真理は、神が人類に新しい世界を建設させようとしてお

られることを示す具体的な徴として啓示されたのである。そして、
人々は浄霊を知り、その実践を通して神の御力を体験することに
より、神への信仰へと導かれていったのである。実際に、何十万
もの人々が浄霊との出会いを通して神を信じるようになったので
ある。また岡田氏は、自らの教えは神の霊感によって与えられた
ものであり、その教えに従うならば、人々は世の中にあふれる無
数の声や思想によって心を惑わされることなく、その中から神の
御声を聞き分けることができるようになると説いたのである。
岡田氏は、地上天国建設とは神のみが行う業ではなく、「神と

人間との共同事業」であると説いたのである。神はその御経綸に
よって理想世界の設計を示されるが、その実現のためには人間も
また働き手として参加しなければならないのである。人々は神の
御計画に従い、新しい世界を築くための奉仕者としてその大事業
に参与するのである。そして岡田氏自身は、その事業を指揮し導
く現場監督、あるいは主任技師のような役割を担う者であると考
えていたのである。その意味において、岡田氏の教えは地上天国
建設のための設計図にもたとえることができるのである。
岡田氏が受けた神の啓示は、一つの方法だけによるものではな

く、さまざまな形で与えられたのである。ある時には、出来事や
事故そのものが前兆となって神意を示すことがあったのである。
またある時には、神の使者の霊を通して神の智慧が伝えられるこ
ともあったのである。さらに岡田氏自身、自らの内奥に響く神の
御声を聞いたと語っているのである。そして晩年になり、霊的覚
醒が深まって高い悟りの境地に達すると、神意をほとんど直観的
に悟ることがしばしばあったのである。205



しかしながら、それらの啓示がどのような方法によって与え
られたものであったとしても、その後には必ず奇蹟が現れた
り、あるいは岡田氏の使命が飛躍的に進展したりしたのであ
る。そして、そのような事実そのものが、与えられた啓示の
真実性と正当性を裏づける証しとなったのである。
岡田氏は教団の運営において、重要な判断を行う際には常

に「神の御指導」を仰いだのである。そして、「そのような
時には、神はただ一言二言によって私に御指示を与えられ
た」と述べているのである。戦後になり、教団の基盤が確立
されるとともに、岡田氏自身も現界における使命の最終段階
へと入っていったのである。その頃、岡田氏には大きな霊的
変容が起こったのである。そしてそれによって、それまで人
類に共通して存在していた神との隔たりを克服する境地へと
到達したのである。さらに晩年には、瞑想の中におけるその
思いが神意と一つになるまでに至ったのである。すなわち、
岡田氏は神意を深く悟り、その御心と完全に調和する境地へ
達したのである。

罪 人が神意に背き、あるいは神意に反することを
知りながら、自らの意思によって行う思いと言葉と
行為のすべてをいうのである。

岡田氏の説く罪の概念は、本質的には東洋の諸宗教やユダ
ヤ・キリスト教の伝統に見られる罪悪観と多くの共通点を
持っているのである。岡田氏は、罪とはまず第一に、人間が
神に背くことであると説いたのである。それは神の愛を受け
入れることを拒み、悔い改めへと招く神の呼びかけに従わな
いことである。そして、この神への反逆こそがあらゆる罪の
根源なのである。さらに罪は、神との関係を損なうだけでは
なく、人間自身を傷つけ、また他の人々にも害を及ぼすもの
である。したがって罪とは、神に対する罪であると同時に、
自分自身および他者に対する罪でもあるのである。
罪は個人の心の中に起こるものであるが、すべての罪深い

思いと言葉と行為について、最終的な責任は魂に帰するので
ある。
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岡田氏は、罪と魂の曇りとの関係について次のように説いて
いるのである。人間が神意に背くことこそ、魂に曇りを生じ
させる根源なのである。魂は意志と知性の中心であり、人間
が自由な判断を行う主体である。ところが、魂に曇りが生じ
ると意志と知性の働きが衰え、そのため神意を受け取る力や
悪に打ち勝つ力が弱められてしまうのである。その結果、人
は本来自己を導くべき本守護霊の働きを十分に活かすことが
できなくなり、過度な欲望に心を支配されやすくなるのであ
る。また、魂が曇ることによって、心に働きかける副守護霊
の悪影響にも抵抗しにくくなるのである。そして罪を重ねる
につれて魂の曇りはいよいよ深まり、自ら苦しみを受けるだ
けでなく、その苦しみを周囲にも広げることになるのである。
罪は本来、人間の内面に生じる個人的なものである。しか

し、その結果として現れるものは、多くの場合、社会的な形
をとるのである。岡田氏は、悪意、貪欲、嫉妬、偽り、高慢、
怠惰などの心の罪だけでなく、盗みや姦淫、暴力、殺人、中
絶、他者の搾取、さらには個人生活や社会におけるあらゆる
不正を、神意に反する行為として厳しく戒めたのである。な
かでも、殺人や自殺、そして自己の生命を含む人命に危害を
加える一切の行為に対しては、特に強い態度で非難したので
ある。さらに岡田氏は、罪が本質的には個人の魂に起因する
ものであることを認めながらも、魂の曇った人々が集まると
きには、その集団全体が罪を犯すことがあると説いたのであ
る。それゆえ、共同体や国家もまた、一個人と同じように罪
を犯し得るのである。そして戦争は、そのような集団的罪を
最も顕著に示す例なのである。
岡田氏は、神の御裁きは一人ひとりの罪について個別に行

われるのであると説いたのである。なぜなら、罪にはそれぞ
れ異なった動機があり、異なった行為の内容があり、また異
なった結果や影響が伴うからである。
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岡田氏は、罪の重大さは、その人が自らの行為がどれほど神
意に反しているかをどの程度認識していたかによって決まる
のであると説いたのである。すなわち、神意に背いているこ
とを深く自覚しながら行われた悪は、それだけ重い罪となる
のである。したがって、信仰が深い者ほど、神の道から外れ
ることの責任は重大になるのである。また、人から多くを期
待され、より重要な使命を与えられている者ほど、自らの思
いと言葉と行為を正しく保ち、悪に陥らないよう努める責任
も大きいのである。神は、人が与えられた信仰や使命の大き
さに応じて、その責任を問われるのである。
岡田氏は、罪の重さを判断する際には、その行為の動機だ

けでなく結果もまた重要であると説いたのである。そして、
悪意をもって行われた罪と、無知や誤解によって意図せず行
われた過ちとを明確に区別したのである。とりわけ、悪意に
基づいて行われる悪行は最も有害であり、最も重い罪となる
のである。しかしながら、たとえ善意から出た行為であって
も、その結果として他人や自分自身に苦痛や損害をもたらす
ならば、それもまた重大な問題なのである。岡田氏は、真理
を故意に曲げること、あるいは真理に反する思想や行為を理
屈によって正当化することを、最も卑劣な罪の一つとみなし
たのである。また、偏見に基づく思想や無神論的な教説、そ
の他の誤った教義を広めることも重大な罪であると説いたの
である。なぜなら、神意に反する思想を狂信的に広める運動
は、人々への抑圧を生み出し、場合によっては何百万もの人
命を失わせるような破滅的結果を招くことがあるからである。
岡田氏が特に戒めた罪の一つは、高慢の罪である。浄霊を

取り次ぎ、人々の病を癒す神の光を伝える者は、その働きに
慣れるにつれて、癒しの力の源が神であることを忘れがちに
なるのである。そして、神の御力をあたかも自分自身の力で
あるかのように思い込んだり、自らの考えを神意であるかの
ように解釈して他人を導こうとしたりすることがあるのであ
る。このような態度は、本人にその自覚がなくとも、神を冒
瀆する罪に当たるのである。
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人間の限られた知恵によって神意のすべてを理解できると思
い込み、しかもその結果として神の御業を妨げるようになる
ことは、極めて重大な罪なのである。そもそも人間が神を完
全に理解することはできないのである。また、人間は善悪の
すべてを判断したり、他人を裁いたりするために造られた存
在でもないのである。そのため、もし私たちが常に神の御存
在を意識して生きなければ、自ら気づかぬうちに大きな罪を
犯してしまう危険があるのである。岡田氏は、自らの判断力
には限界があることを認識し、神こそ私たちの生命であり、
私たちは万事において神に頼って生きているのだという認識
に基づく謙虚さをもって人生に向き合うことができるよう、
信仰を培うべきであると戒めているのである。
岡田氏はしばしば次のように説いたのである。「いかに重

い罪であっても、その人の悔い改めが真実で徹底したもので
あるならば、神は必ずこれを赦されるのである。しかし、い
かに軽い罪であっても、悔い改めない者は必ず神の御裁きを
受けるのである。」真の悔い改めとは、神の御前に自らの罪
を認め、その赦しを願い求めることである。そして神は、人
間が罪に陥らないよう、魂を通して絶えず導きを与えておら
れるのである。その一つの現れが良心の働きである。人は悪
しき思いを抱いたり罪を犯したりすると、良心の痛みを感じ
るのである。それは神が魂を通して与えてくださる警告なの
である。しかし、自愛の心が過度に強くなると、人はその良
心の声に耳を傾けなくなるのである。その結果、自らを誤ら
せるだけでなく、周囲の人々や社会にも害を及ぼし、多くの
不幸を生み出すことになるのである。
神は、その御意に従おうと真実に努め、自らを神の道具と

して生きようとする者に対して、自由に恩寵を与えられるの
である。そして、神の愛に対する真摯で無私の応答をほとん
ど常に体現するような行為が存在するのである。

209



他者の生命を救うために浄霊の光を伝えること、懐疑論者や
不可知論者に神の救済の知らせを伝え、真実の信仰へと導く
こと、あるいは霊界にある魂の平安を祈ること——これらはす
べて、きわめて推奨されるべき善行の具体例である。
信徒たちが困難や苦難に直面して助けを求めて来たとき、

岡田氏はその人の状態に応じて異なる教えを説いたのである。
ある者には、人間である以上誰もが罪を背負っているという
ことを強調したのである。また別の者には、苦しみには魂を
浄める意味があり、神に全てを委ねるならば困難も乗り越え
うるものであることを説いたのである。さらに他の者には、
悔い改めて、より善良で慈愛に満ちた生活を送るよう努める
べきであると諭したのである。いずれの場合においても岡田
氏は、悔い改めの重要性を説いたのである。なぜなら、真に
悔い改める者には、自らの内にある悪を克服する力が神から
与えられるからであると教えたのである。
しかしながら、人々が悔い改めを試みるとき、信仰への理

解が深まるほど、自らの罪の重大さをより深く自覚し、それ
を克服することの困難さを痛感するようになるのである。人
間が神から離れるという罪は、日々の生活において自らの罪
の傾向と向き合い、それを克服しようと努める中で、はじめ
て深く理解される性質のものである。それにもかかわらず岡
田氏は、信徒に対して、他人を裁くことなく、自らがより良
き人間となるよう努力すべきであると繰り返し説き、神に対
する個々人の責任を自覚させたのである。そして、「人の心
の中が真に善であるか悪であるかは、神のみが知るのであ
る」と語ったのである。すなわち、ある者が真に悔い改めて
いるか否かを判断できるのは、神のみであるということであ
る。
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智慧 神が人間に与えられた、神の御言葉を理解し、それに
応える霊的な力である。すなわち、魂の働きによって
信仰を深め、道徳的認識を高めていく作用をいうので
ある。

岡田氏の講話や著作における「智慧」という語の用法を総
合すると、その意味は大きく二つの水準に整理することがで
きるのである。すなわち、宗教的水準と、道徳的・実践的水
準である。より深い宗教的水準において、智慧とは魂の純粋
性と神に対する感受性・応答性を意味するのである。岡田氏
は智慧を、魂の清浄度によって定まる特別な能力として説明
しているのである。すなわち、それは神の恩寵によって示さ
れた真理を理解し、それに対して自己を決定的に委ねていく
能力である。神は人間を苦悩から救い、その罪を赦すことに
よって、神意が完全に実現される絶対的善の新世界を建設さ
せようとしておられるのである。その神の計画の実現におい
て、人間がそれぞれの使命を果たせるよう、神は必要に応じ
て魂に御言葉を送られるのである。そして、その御言葉の意
味を理解し、それにどのように応答すべきかを知る力こそが
智慧なのである。
しかしながら、多くの人間の魂は罪によって曇りが非常に

深いため、常に神の御言葉に対して敏感に応答できるわけで
はないのである。「神は、時・場所・そして私たちの霊的地
位の程度に応じて、さまざまなことを私たちに告げられるの
である」と岡田氏は語ったのである。もし私たちが罪を悔い
改めて赦されるならば、魂の曇りは減少し、霊的地位が高ま
り、それに伴って智慧もまた増していくのである。
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岡田氏が「智慧を磨けば神の声が聞こえるのである」と述べ
たのは、神の御言葉を正しく認識できるよう、赦しを求める
とともに識別力を神に祈り求めるべきであるという意味であ
る。そして岡田氏は、常に祈りを欠かさず、もし直ちに神の
御意を理解できない場合には、それが理解できるようになる
まで静かに待つべきであると教えたのである。
智慧とは、人間が努力によって獲得するものではなく、神

を信じ、その御言葉に耳を傾け、自らの生を正そうとする者
に神から授けられるものである。それは人間に自己の内面を
深く見つめさせ、いかに善き生を送り幸福に至るかを知る力
を与えるのである。智慧を持つ者は神の真理に触れることが
できるがゆえに、他者を導くことも可能となるのである。そ
して愛は智慧の本質的要素であり、智慧が深まるほど神への
愛と人間への愛もまた深まっていくのである。さらに智慧は、
自己中心的な関心と、真に他者への愛から生じる関心とを識
別する力を与えるのである。ゆえに智慧ある者とは、神意に
常に応答し得るだけでなく、助けようとする他者の心の内面
についても深い洞察を有する者なのである。
このように岡田氏は、指導的働きにおける智慧の重要性を

強調したのである。すなわち、人々を真摯な信仰へと導き、
真の幸福へと導くためである。神意を伝える者としての指導
者は、愛と智慧を備えるとともに、困難にある人々を救おう
とする熱意を持たなければならないのである。岡田氏は信徒
たちに対し、常に魂の浄化を心がけ、より深い智慧を求め続
けるよう繰り返し促したのである。
智慧ある人間は、神の御計画の実現のための道具となるべ

く、自ら進んで神に身を委ねるのである。したがって、その
人に神から与えられる使命は、常に重要なものとなるのであ
る。このような人間は、岡田氏に与えられた神の啓示の神秘
と、それに基づく教えを受け入れることができるのである。
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「浄霊の祈り」に要約されているように、この教えの本質は、
真実の悔い改めをなす者はすべて救われるという確信にある
のである。その意味において智慧とは、長い歴史の中で神の
愛に背いてきたという自覚と悔い改めであり、さらに神への
真摯な信仰が神の赦しをもたらすという確信なのである。
別の次元において岡田氏は、「智慧」を行動や道徳的実践

の観点から語っているのである。例えば彼は、指導における
助言の時機が、効果的な指導的働きにおいて極めて重要であ
ることを繰り返し強調したのである。落ちていく石の比喩を
用いて、彼は次のように語ったのである。「斜面を転がって
いる石を無理に止めようとしてはならないのである。それは
途中の平らな場所に達するまで、あるいは地面に落ち着くま
で、そのままにしておくがよいのである。真に智慧ある者は、
その石をいつ、どこで拾い上げるべきかを正確に知っている
のである。」すなわち、人が何らかの冷酷な行為や悪しき行
為、あるいは他者を傷つける行為に没頭している最中に、そ
の行為について叱責したり助言したりすることは、必ずしも
賢明ではないということである。その時点では、当人はそれ
が他者にどれほどの苦痛を与えているか、あるいは後にどれ
ほど後悔するかをまだ自覚していない場合もあるのである。
もし性急に叱責すれば、かえって反発を招き、さらに行為が
エスカレートして、取り返しのつかない段階に至ることさえ
あるのである。むしろ、罪を犯した者自身が自らの過ちに気
づく方が望ましく、そのときこそその悔い改めは内面から生
じる真実のものとなるのである。智慧とは、そのような人間
をいつ、どのように助けるのが最も適切であるかを知ること
である。
岡田氏はまた、信徒たちに対し、「あまりに賢くなろうと

するな」と戒めたのである。そして、「神から与えられた務
めを、そのまま果たせばよいのである」と教えたのである。
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「できる限り最善を尽くし、あとは神に任せるがよい」と岡
田氏は教えたのである。すなわち真に智慧ある人間とは、与
えられた務めを慎重かつ客観的に全力で果たし、その結果に
ついては神の御判断に委ねる者であるということである。自
己正当化や自己中心性を克服し、自らの無知を自覚する者は、
自分の基準ではなく神の基準によって行動するのである。こ
の点について岡田氏は次のように語ったのである。「もし病
人があなたのもとに助けを求めて来たならば、その看護に最
善を尽くせばよいのである。その結果をあらかじめ思い描い
てはならない――例えば、治った場合にどうなるかといったこ
とを考えてはならないのである。」
同様の論理に基づき岡田氏は、たとえ社会的に影響力を持

つ人物や優れた人物であっても、浄霊を敬遠する者に対して
救いの意志を一方的に押しつけることを戒めたのである。
「その人を教会に導けばどれほど良い結果になるか、といっ
た発想で考えてはならないのである。それは人間的な見方で
あって、神の見方ではないのである」と彼は語ったのである。
これは、人を性別・人種・容姿・学歴・名声・富などの表面
的な属性によって判断してはならないという教えでもあった
のである。布教活動について岡田氏は次のように述べたので
ある。「社会的評価を理由として、特定の人々を排除しては
ならないのである。」望む者は誰でも入信することが許され
るべきであると彼は教えたのである。「その人が入信するか
否かは、われわれの判断ではなく、神の御決定によるのであ
る」と彼は語ったのである。
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付録

I．浄霊による臨床的研究

現代人は、科学的・合理主義的な社会の論理によって、そ
の考え方や物事の見方を形成されているのである。そのため、
単に信仰だけによってある現象を受け入れることは、多くの
場合きわめて困難であり、時には不可能でさえあるのである。
もちろん、人はそこに本能的な魅力を感じたり、自らの希望
や苦悩の中から救いを求めて心を開いたりすることもあるの
である。しかし、それが証明されない限り、理性はしばしば
それを受け入れようとしないのである。これは決して不自然
なことではないのである。なぜなら、人間の判断や反応は、
その人が受けてきた教育や経験によって形成されるものであ
り、現代においては、何らかの科学的検証を経ていない事柄
を受け入れるよう教育されている人は少ないからである。

独自の試み
浄霊の働きを実際に体験した人々にとっては、浄霊が確か

に癒しの力を伝えるものであることについて、もはやさらな
る証明を必要としないのである。しかし、その力が神の御力
であることを客観的に証明することはできないのである。そ
れを神の御力として受け入れるか否かは、結局のところ各人
の信仰に関わる問題なのである。
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しかしながら、浄霊が治療力を有することは、疾病や身体的障害、
さらには霊的苦悩の改善や回復という事実を通じて、幾度となく
確認されてきたのである。それにもかかわらず、実際にその体験
を持たない人々の中で、浄霊を自らの苦悩に対する一つの解決の
可能性として、たとえ仮にでも受け入れようとする者はきわめて
少ないのである。彼らは医療科学を当然のものとして受け入れる
一方で、浄霊については同様の態度をとろうとしないのである。
浄霊を取り次ぐ者も、それを受ける者も、浄霊が危険や害を伴

うことのない有効な治療法であることを体験によって知っている
のである。しかしながら、浄霊に接したことのない人々にとって
は、教団の確信や実例の提示だけでは、その治療力を十分に納得
させることは困難であるのである。それは浄霊の働きが、既知の
科学法則では説明し難いものとして映り、そのために理解しがた
い現象と考えられるからである。そこで、浄霊を管理された環境
の中で実施し、その結果を科学的に記録・検証できるよう、正式
な臨床研究を行うことが決定されたのである。

1981年1月から11月までの11か月間、京都の黎明教会の多田光行
氏は、アメリカを代表する癌研究施設の一つにおいて実施された
画期的な研究に参加したのである。その研究は「末期肺癌患者に
対する浄霊の効果」と名付けられていたのである。当初は、研究
施設の関係者の多くが「浄霊」という日本語に馴染みを持たな
かったため、便宜的に「心身治療（psychosomatic healing）」とい
う名称が用いられたのである。しかし、この表現は浄霊の実態を
十分に表現するものではなかったため、後に正式な用語へと改め
られたのである。
この研究においては、日本側の協力者が癌患者に浄霊を施し、

医師および研究スタッフがデータを収集し、その結果を評価した
のである。研究にはいくつかの目的があったのである。大きく分
けると、その目的は、①浄霊に対する患者の純粋に身体的な反応
を検証すること、②心身両面にわたる反応、すなわち主観的反応
を検証すること、の二つであったのである。当初は、腫瘍の大き
さや個数の変化を観察することによって、特定の身体的反応を検
証する計画であったが、その試験は実施されなかったのである。
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主観的反応については、カルノフスキー尺度（Karnofsky Scale）に
よって示される活動状態（Performance Status）の変化を観察し、鎮
痛剤・睡眠薬・鎮静剤の種類および使用量を記録し、さらにマギル
疼痛質問票（McGill Pain Questionnaire）を用いて、患者が経験する
痛みの程度および種類の変化を測定することが決定されたのである。
すなわち、これらの医学的に確立された評価法を用いて、病状の身
体的変化に関する統計的資料を収集することが目的であったのであ
る。その内容には、副作用の変化、患者の快適感や苦痛の程度の変
化、さらには生活全般に対する態度や心理状態の変化が含まれてい
たのである。そして最終的には、可能であれば、従来の医学的治療
が浄霊の働きに対してどの程度の影響を及ぼすかを検討することも
目的とされたのである。

研究方法および対象患者
方法および対象者研究の基本的方法は、32名の患者を無作為に二

群（浄霊施術群と対照群）に割り付ける比較試験であったのである。
この実験の対象となったのは、進行した（手術不能の）肺癌患者で
あり、化学療法および／または放射線療法を受けても効果が認めら
れなかった者、あるいは一旦改善した後に再発した者であったので
ある。これらの患者に対して、従来の医学的治療によって提供でき
るのは、一時的な対症療法に限られていたのである。また、その生
存期間の中央値は、およそ3か月から4か月と推定されていたのであ
る。研究責任者である医師の判断のもと、多田光行氏は、実施可能
な場合には実験群の患者に対して浄霊を取り次いだのである。そし
て、この浄霊は、いずれの症例においても従来の医学的治療と併用
して行われたのである。
患者の反応は、無作為割付け後の生存期間の長さと、質問票に基

づく一連の面接調査によって評価されたのである。その質問票には、
身体的状態に基づいて生活の質（Quality of Life）全般を評価する
「ヴィタグラム（Vitagram）尺度」、修正版マギル疼痛質問票、さ
らに悪心（吐き気）、気分、食欲、疲労、集中力、容姿に対する意
識および疼痛に関する生活の質評価質問票が組み込まれていたので
ある。
面接調査は、評価の一貫性を保つため、2名の担当者のうちいず

れか1名によって行われたのである。
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無作為割付け時に初回面接が行われ、その後は少なくとも 2週間
ごとに、可能な限り継続して追跡面接が実施されたのである。し
かし、対象患者 32名のうち 12名は初回面接のみで終了し、その
後の評価に利用し得る資料を提供しなかったため、解析対象から
除外されたのである。また、さらに 2名は病状の進行によって著
しく衰弱しており、追跡調査質問票の大部分に回答することがで
きなかったため、同様に解析対象から除外されたのである。その
結果、最終的に解析に用いられたのは 18名の患者のデータであ
り、そのうち 9名が浄霊施術群、9名が対照群であったのである。
最終的に解析に用いられなかった患者を含めると、多田光行氏

は 20名の患者に対し、合計 373回にわたって浄霊を取り次いだ
のである。その大部分は 1981年1月から6月の間に実施されたの
である。もっとも、患者ごとの浄霊回数には大きなばらつきが
あったのである。ある女性患者は初回の浄霊を受けた後、病院を
再訪しなかったのである。また、ある男性患者は 2回のみ浄霊を
受けたのである。それ以外の 18名の患者は、平均して約 20回の
浄霊を受けたのである。個別に見ると、ある女性患者は 77回、
ある男性患者は 47回の浄霊を受けており、さらに別の 2名の女
性患者も、それぞれ 45回および 38回の浄霊を受けていたのであ
る。一方で、7名の患者は浄霊回数が 10回未満にとどまり、そ
のうち 4名はわずか 4回の施術しか受けなかったのである。
患者ごとの浄霊回数に大きな差が生じたことは、研究の実情か

ら見て避けることのできないことであったのである。というのも、
患者の多くは継続入院中ではなく、不規則な予定で研究施設を訪
れ、必要な医学的治療を受ける期間だけ滞在していたからである。
中には、その施設において生涯を終えた患者もいたのである。ま
た、退院後に何らかの事情によって再来院しなかった患者も少な
くなかったのである。このような事情のため、浄霊を規則的な日
程で継続して取り次ぐことは実際には困難であったのである。そ
の結果、浄霊と浄霊との間隔は数週間に及ぶこともあり、ときに
は数か月に達することさえあったのである。
しかしながら、多田光行氏は、そのような状況の中にあっても、

自らが浄霊を取り次いだ患者一人ひとりと温かな心の交流を深め、
厚い信頼関係を築いたのである。218



多田光行氏は、患者たちの勇気と生きようとする強い意志に深い感銘
を受けたのである。また、患者たちは例外なく浄霊に対して前向きで
希望に満ちた態度を示し、毎回の浄霊を心待ちにしていたのである。
興味深いことに、患者たちはこの日本人に深い親愛の情を抱くように
なったのである。多田氏は英語による会話能力に限りがあり、言葉に
よる交流は決して十分とはいえなかったのであるが、それにもかかわ
らず患者たちとの間には深い信頼関係が育まれたのである。さらに、
多田氏の活動は医師や看護師から成る献身的な医療チームによって支
えられていたのである。そして、その中には浄霊の働きに強い関心を
寄せる者もいたのである。
病院付司祭（チャプレン）が与えた精神的支援と協力は、患者たち

が不安を抱くことなく浄霊を受け入れようとする姿勢に大きな影響を
及ぼしたのである。また、病院全体の雰囲気も予想以上に理解あるも
のであったのである。本来であれば、「信仰による治療を行う者」に
対して懐疑的な見方や、場合によっては反発さえ生じる可能性があっ
たのである。しかし、この研究が適切かつ慎重に運営されたことに
よって、そのような問題はほとんど起こらなかったのである。

明確な結論には至らなかった研究結果
この研究の成果は、『臨床経験報告―進行末期肺癌患者に対する浄霊
の効果（1980―1981年）』 と題する報告書としてまとめられ、1982年
春に作成されたのである。その報告書には、面接調査によって収集さ
れた各種データが示され、それぞれについて検討と評価が加えられて
いるのである。患者1人当たりの平均面接回数は、浄霊施術群で 3.4回、
対照群で 3.1回であったのである。また、ヴィタグラム尺度については、
有効な評価資料を初回得点、最終得点、および状態変化の3項目に整理
して検討したのである。さらに、マギル疼痛質問票の結果を示す指標
も算出され、加えて生活の質評価質問票から得られた資料についても
分析が行われたのである。
評価可能な資料は、当初期待されていたほど豊富ではなかったので

ある。たとえば、マギル疼痛質問票について見ると、解析に利用でき
たのは対照群 7名、浄霊施術群 6名の回答であったのである。対照群で
は、そのうち 3名が調査期間を通じて疼痛を訴えず、さらに 1名は初
回面接以外の調査を完了することができなかったのである。また、浄
霊施術群においても 3名は疼痛を訴えたのが1回の面接時のみであり、
そのため評価資料として利用できる情報は限られていたのである。

219



限られた資料に対する統計解析の結果、この研究からは明
確な結論を導き出すことができなかったのである。すなわち、
浄霊を併用した治療が、浄霊を伴わない従来の医学的治療よ
り優れているとも、あるいは劣っているとも断定することは
できなかったのである。しかしながら、この結果は浄霊の無
効性を示すものではなく、むしろ研究条件そのものに多くの
制約が存在していたことを示しているのである。まず、浄霊
は霊的な働きを本質とするものであり、その効果を十分に検
証するためには、より長期間にわたる継続的かつ集中的な施
術が必要であったと考えられるのである。ところが、本研究
の対象患者はいずれも病状が極めて進行した段階にあり、研
究期間そのものも十分とはいえなかったのである。また、患
者の通院事情や病状の変化によって、浄霊を理想的な頻度で
継続することもできなかったのである。さらに、患者の余命
が限られていたため、浄霊による好ましい変化が現れるまで
観察を継続すること自体が困難であったのである。加えて、
すべての患者がオピオイド系薬剤をはじめとする強力な鎮痛
剤や各種治療を受けていたのである。そのため、それらの薬
剤が浄霊の働きを弱め、あるいは浄霊によって生じた変化を
覆い隠してしまった可能性も否定できなかったのである。少
なくとも、浄霊による疼痛軽減の効果が存在したとしても、
鎮痛剤の影響によってそれを客観的に把握することは困難で
あったのである。したがって、この研究条件のもとでは、浄
霊単独の働きを測定することも、浄霊と従来の医学的治療と
の効果を厳密に比較することもできなかったのである。さら
に、対象患者全員が過去に外科的手術を受けていたことも、
浄霊の効果を正確に評価するうえで大きな制約となっていた
のである。
この研究では、浄霊の有効性を明確に証明する結果を得る

には至らなかったのである。しかしながら、多田光行氏は、
浄霊が患者に対して身体的にも精神的にも何ら有害な影響を
与えなかったことを確認したのである。さらに、浄霊を受け
た患者たちは、それに対して感情的あるいは心理的な拒否反
応を示すこともなく、自然に受け入れていたのである。
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むしろ、患者たちが浄霊に対して抱いていた希望と期待は、研究対
象者以外の人々にも浄霊を受けてみようという気持ちを起こさせた
のである。そして各症例を通して見られたことは、たとえ病状に顕
著な身体的改善が認められなかった場合であっても、浄霊を受けた
後には患者たちが気分的に楽になり、より大きな心の平安を得てい
たように見受けられたことである。すなわち、浄霊は少なくとも患
者の精神的安定や安心感に良い影響を与えていたと考えられるので
ある。（なお、浄霊施術群の患者とは別に、慢性頭痛、胃腸障害、
糖尿病、骨折など、さまざまな症状を抱えた人々も浄霊を受けたの
である。そして、それらの症例の大部分において、数回の浄霊によ
る好ましい変化が認められたのである。）

浄霊とマウスによる実験
1981年4月から6月にかけて、本研究に関連する補助的実験として、
腫瘍を移植した 41匹のマウスを対象とする試験が実施されたのであ
る。これらのマウスは無作為に対照群と浄霊施術群に分けられ、浄
霊施術群に属する 20匹のマウスには継続的に浄霊が取り次がれたの
である。その結果、両群の生存期間を比較した場合、統計学的に有
意な差は確認されなかったのである。しかし、最終報告書によれば、
実験の第3段階においては、浄霊施術群のマウスが対照群のマウスよ
りも長期間生存していたことが認められたのである。

1982年、多田光行氏は、日本においてマウスを対象とする新たな
一連の実験を行うことを決意したのである。同氏は、移植された腫
瘍は進行速度があまりにも速く、そのため浄霊の有益な働きが十分
に現れる前に病状が進んでしまうのではないかと考えていたのであ
る。そこで、より緩やかに病状が進行する疾患をもつマウスに浄霊
を取り次ぎ、その結果を記録しようとしたのである。さらに、多田
氏は前回の実験によって得られた知見を新たな研究に生かそうとし
ていたのである。たとえば、マウスに対しては人間の場合よりもは
るかに頻繁に浄霊を取り次ぐ必要があるということも、その実験を
通じて明らかになった知見の一つであったのである。
こうして多田光行氏は、同僚たちの協力を得るとともに、地元の

癌専門医の指導のもと、京都において長期的かつ多角的な研究に着
手したのである。
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その研究は複数の分野にわたるものであったが、その一つとして、外
傷に対する浄霊の働きを測定する実験が行われたのである。この実験
はすでに 2回の試験を終え、それぞれの試験から 2組の研究資料が得
られているのである。
これらの研究によって得られた資料については、実験の全過程が終

了した後に総合的な解析が行われる予定である。しかしながら、これ
までに得られた結果を見る限りでは、浄霊施術群のマウスは対照群の
マウスに比べ、明らかに良好な傾向を示しているのである。
研究のもう一つの分野では、自然に発生した腫瘍を有するマウスに

対して、浄霊がどのような働きを及ぼすかを調べているのである。こ
れらの腫瘍は移植によって作られたものではなく、自然発生したもの
である。そのため病状の進行はきわめて緩やかであり、明確な結論が
得られるまでには、なお相当の年月を要すると考えられているのであ
る。また、京都における研究の第3の分野として、1981年の実験と同
様に、移植腫瘍を有するマウスを対象とした試験も進められているの
である。この試験では、マウスの病状の推移が慎重に観察されている
のである。さらに、発癌性物質によって生じた腫瘍をはじめ、特定の
種類の炎症や、そのほか人工的に誘発された疾病、あるいは自然発生
した疾病に対する浄霊の働きを検証する計画も進められているのであ
る。

このような臨床研究を除けば、浄霊の働きを科学的方法によって完
全に立証する手段は、現在のところほとんど存在しないのである。そ
のため、人々はしばしば、浄霊を取り次ぐ者の手から発せられる電磁
的な作用を測定しようとしたり、あるいは浄霊によって生じると考え
られる「波動」を撮影しようと試みたりするのである。しかし、その
ような試みは必ずしも成功するとは限らないのである。というのも、
浄霊に伴う働きが存在するとしても、それは一般に測定可能な物理現
象とは異なる性質のものであると考えられるからである。しかしなが
ら、浄霊が顕著な働きを示すことは紛れもない事実であり、その恩恵
を受けた人々は自らの体験を証言することをためらわないのである。
結局のところ、浄霊の最も有力な証拠は、浄霊によって救われ、その
恩恵を受けた人々自身の中に見いだされるのである。そして現段階に
おいて最も説得力ある証拠を求めるならば、私たちはなお、そのよう
な体験者たちの事実と証言に学ばなければならないのである。222



Ⅱ．自然農法に関する研究

岡田茂吉師の教えの重要な柱の一つは農業に関するものである。
岡田師は自然農法と呼ばれる栽培法を提唱したのである。この農
法は、土壌が本来備えている力を十分に発揮させ、真に自然で清
浄な農産物を生み出すことを目的とするものである。岡田師はこ
れを「土を生かす農法」と説き、肥料によって土の働きを補うの
ではなく、土そのものの生命力と自然力を発揮させることを根本
理念としたのである。農村地帯に住む信徒の中には、それぞれの
理解に基づいて20年から30年にわたり、この教えを実践し続けて
きた人々がいるのである。滋賀県の田中一枝氏、京都の伊佐幸子
氏および上田重作氏は、その代表的な実践者である。その根気強
い努力と細心の取り組みは、まことに注目すべきものである。彼
らの耕地は決して大規模ではなく、また自然農法に対する理解も
なお完全とはいえないのである。しかし、その長年にわたる実践
が有する実験的価値は、年を追うごとにますます明らかになって
きているのである。実際、約9年前から京都・大阪地域の農業研究
者たちが、これらの自然農法圃場およびそこで栽培された作物に
ついて調査研究を開始したのである。そして、その研究は極めて
重要な資料を生み出しつつあるのである。以下に、これまでに得
られた研究成果の概要を、主として田中一枝氏の栗東試験水田お
よび上田茂作氏の野菜圃場に関する調査結果を中心として紹介す
るのである。

A．無施肥水田
田中一枝氏は、滋賀県栗東市に所在する 15アールの試験水田にお
いて、1951年以来自然農法を実践しているのである。この水田で
は、化学肥料はもとより、有機肥料、堆肥、殺虫剤その他の農薬
類も一切使用していないのである。人為的に加えられるものは灌
漑用水だけであり、土壌本来の力を生かした栽培が継続されてい
るのである。その結果、この水田で育つ稲は病害虫に対して強い
抵抗力を示し、さらに風雨などの厳しい自然条件にも耐える健全
な生育を続けているのである。223



玄米収量は、1アール当たり 40kg で安定しているのである。
これは、この地域における最も多収な施肥水田の収量のおよ
そ 70％に相当するのである。しかし、自然農法によって栽培
された米の品質は極めて優れているのである。炊飯したり蒸
したりすると、その味は非常に良く、他のものをほとんど口
にできない病人であっても、おいしく食べることができ、し
かも力が湧いてくるのである。
近畿大学農学部※の研究グループは、長谷川博教授を中心

として、1974年以来、田中一枝氏の栗東試験水田に関する継
続的な調査研究を行っているのである。この研究では、隣接
する施肥栽培水田を比較対照圃場として設定し、両者の土壌
および作物の状態を詳細に比較検討しているのである。その
結果、自然農法水田に関して数多くの興味深い知見が得られ
ており、その主な研究成果は次のとおりである。

1 紅あさひの特性田中一枝氏の栗東試験水田で栽培されてい
る品種は紅あさひである。紅あさひは晩生種に属し、戦前に
育成された品種であって、肥料の施用量が現在ほど多くな
かった1950年代初頭までは広く普及していたのである。田中
氏は1951年に自然農法へ転換して以来、一貫してこの紅あさ
ひを栽培し続けているのである。また、毎年、水田内で生育
の優れた株を選抜し、自家採種を続けているのである。研究
の結果、紅あさひは近年育成された多収性品種と比較して、
無施肥条件下での適応性が高いことが明らかとなったのであ
る。さらに、比較対照として用いられた施肥栽培水田の米と
比較すると、無施肥水田で生産された米は、精米時に糠層が
はがれやすく、精白米の粒質も緻密でしっかりしており、食
味に優れていることが認められたのである。また、無施肥米
は貯蔵による品質低下が少なく、収穫後2年を経過してもなお
優れた食味を保持しており、保存性の面でも極めて優れてい
るのである。

※大阪府東大阪市に所在する。
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2 冬雑草
春の耕起作業に先立って実施された調査の結果、無施肥水

田に発生した冬雑草の乾燥重量は、比較対照の施肥水田に比
べて半分以下であることが明らかになったのである。この事
実は、無施肥水田では冬期に利用可能な土壌養分が少ないこ
とを示唆しているのである。一方、施肥栽培水田では、コン
バインによって裁断された稲わらを圃場に散布し、冬雑草の
発生抑制を図っていたにもかかわらず、多くの雑草が繁茂し
たのである。

3 イネの生育
土壌養分が比較的少ないため、無施肥水田では移植後約1か

月間、イネの生育が緩慢となる傾向が認められるのである。
京都・大阪地域では、苗の移植は通常5月上旬に行われるので
あるが、その後の初期生育段階において、生育の遅れが観察
されるのである。なかでも、分げつの発生および進展の遅れ
は特に顕著である。

←滋賀県栗東市にある田中一枝氏の自然農法水田
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しかしながら、7月に入って地温が上昇すると、土壌中から供
給されるアンモニア態窒素が増加するのである。その結果、
葉色は次第に濃くなり、イネの生育も急速に旺盛となるので
ある。
生育中期から後期にかけて、無施肥水田のイネでは根系の

発達が継続するのである。これに対して、比較対照の施肥水
田では、この時期になると根の発達が次第に停滞するのであ
る。その結果、自然農法水田のイネは施肥水田のイネに比べ、
根量が多く、根長も著しく大きくなるのである。すなわち、
生育特性の面から見ると、無施肥水田のイネには典型的な**
秋まさり**の現象が認められるのである。さらに登熟期には、
葉が硬く直立した草姿を示すため、株全体の受光態勢が良好
となるのである。その結果、太陽エネルギーの利用効率が高
まり、籾の登熟および充実が促進されるのである。
無施肥水田における玄米収量が施肥水田に比べてやや低い

のは、分げつの発生および発達が遅れるためであり、その結
果として穂数が少なくなることに起因しているのである。し
かしながら、無施肥水田ではイネの栄養生長が過度に旺盛と
なることがないため、群落内部への光の透過が良好であり、
地表面に到達する日射量は施肥水田よりも多いのである。そ
のため、6月下旬以降には地温の上昇が顕著となり、地表下
5cmにおける日最高地温は、施肥水田に比べて無施肥水田の方
が常に 2～4℃高い値を示すのである。

4 栽植密度
無施肥水田における葉面積指数は、施肥水田のおよそ半分の
水準にとどまっているのである。そのため、栽植密度を高め
て株間を狭くすれば、収量の増加が期待できるようにも考え
られたのである。しかしながら、栽植密度試験の結果、無施
肥水田においてイネの生育を左右する主要な制限要因は、日
射条件ではなく、株当たりに供給される養分量であることが
明らかとなったのである。このことから、現在の 1平方メート
ル当たり19株という栽植密度をさらに高めたとしても、収量
の増加はほとんど期待できず、仮に増加したとしてもその程
度はごくわずかであると考えられるのである。226



5 灌漑用水から供給される窒素
水田における窒素の自然供給源としては、一般に灌漑用水、土

壌、および生物的窒素固定が挙げられるのである。田中一枝氏の
無施肥水田においては、その中でも灌漑用水が最も重要な窒素供
給源となっているのである。この水田で利用されている灌漑用水
中の溶存アンモニア態窒素濃度は 0.224mg/L であり、一般的な農
業地域で用いられている灌漑用水の平均値をやや上回っているの
である。一方、この灌漑用水の全窒素濃度は 0.941mg/L に達して
いるのである。この値は、用水中に窒素を含む懸濁物質が相当量
存在していることを示しているのである。すなわち、懸濁物質に
含まれる窒素量は、溶存アンモニア態窒素量の3倍以上に達してい
ることになるのである。
灌漑用水に含まれる溶存アンモニア態窒素は、その一部がイネ

および土壌微生物によって利用されるのである。また、別の一部
は土壌粒子に吸着され、土壌中に保持されるのである。これに対
し、用水中の懸濁物質は水田全面へ拡散するものの、その沈積は
取水口付近で特に多くなる傾向が認められるのである。この事実
は、灌漑用水が土壌中へ供給される窒素の重要な供給源であり、
土壌中に存在する窒素総量のかなりの割合が灌漑用水によっても
たらされていることを示唆しているのである。
灌漑用水量の正確な比較値については、なお詳細な検討を要す

るのであるが、田中一枝氏の無施肥水田に導入される用水総量は、
一般的な水田に比べて 6～10倍程度に達すると推定されているの
である。さらに、灌漑用水量を減少させる試験を行った結果、イ
ネの生育および収量に明らかな悪影響が認められたのである。特
に、その影響は取水口に近い区域において著しく現れ、生育量お
よび収量の低下が確認されたのである。このことは、無施肥水田
において灌漑用水が重要な養分供給源として機能していることを
示す有力な証拠であるのである。

6 土壌中の全窒素
土壌中に含まれる全窒素の大部分は、有機態窒素として存在し

ているのである。そして、その一部は土壌微生物の働きによって
無機化され、イネによって吸収利用されるのである。
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無施肥水田における調査の結果、土壌中の全窒素含量は圃場内
で一様ではなく、取水口付近で最も高く、中央部がこれに続き、
排水口付近で最も低いことが確認されたのである。
無施肥水田における土壌中の全窒素含量は、湛水開始後に徐々
に増加するのである。その増加は生育期間中継続し、7月下旬頃
にはほぼ最高値に達するのである。しかし、その後はイネによ
る吸収利用が進むため、収穫期には全窒素含量はほぼ湛水前の
水準にまで低下するのである。このような全窒素含量の周期的
変動は、灌漑用水によって供給される窒素の蓄積と、イネによ
る窒素吸収との相互作用によって生じるものと推定されるので
ある。
無施肥水田と施肥水田の中央部における土壌中の全窒素含量

について、7月上旬に測定を行い、4年間にわたって比較調査が
実施されたのである。その結果、無施肥水田の全窒素含量は、
平均すると施肥水田の約 70％の水準を維持していることが明ら
かになったのである。無施肥栽培を継続しているにもかかわら
ず、なぜこれほど高い全窒素含量が保持されているのであろう
か。さらに、4年間にわたって全窒素含量の顕著な減少が認めら
れなかったのはなぜであろうか。研究者らは、その主な理由と
して、イネによって吸収利用された窒素の大部分が、灌漑用水
によって継続的に補給されていることを挙げているのである。

7 有機態窒素の無機化
土壌中の有機態窒素の無機化程度は、そこから生成されるアン
モニア態窒素量によって評価されるのである。施肥水田および
無施肥水田におけるアンモニア態窒素生成量の違いを推定する
ため、2種類の試験が実施されたのである。まず、湛水培養法を
用いて、30℃条件下で10週間培養し、土壌の潜在的無機化能を
測定したのである。さらに、イネの生育期間中について、無機
化に有効と考えられる15℃以上の土壌温度の積算有効温度を算
出したのである。その結果、いずれの試験においても無施肥水
田土壌の値が施肥水田土壌の値を上回ったのである。これらの
結果に基づくと、土壌から供給されるアンモニア態窒素量は、
無施肥水田において施肥水田よりも約 130％多いものと推定さ
れたのである。228



8 生物的窒素固定活性
生物的窒素固定は、イネの根圏に生息する窒素固定細菌の活動に
よって営まれるのである。施肥水田および無施肥水田における窒
素固定活性を評価するため、根圏周辺の根および土壌試料につい
て、アセチレン還元法による測定が反復して実施されたのである。
さらに、同法を用いて土壌全体の窒素固定活性を測定するととも
に、施肥土壌および無施肥土壌をそれぞれ充填したポットで栽培
したイネの根についても調査が行われたのである。その結果、無
施肥水田における窒素固定活性は施肥水田に比べて著しく高く、
窒素固定細菌の活動がより活発であることが明らかとなったので
ある。
光合成能力を有するラン藻類（藍藻類）の水田内における役割

については、現在のところ十分な研究は行われていないのである。
しかしながら、無施肥水田では施肥水田に比べて地表面への日射
量が多いことから、ラン藻類の生育および活動もより活発である
と考えられるのである。そのため、ラン藻類による窒素固定活性
も施肥水田に比べて高い可能性があると推定されているのである。

9 いもち病および害虫に対する抵抗性
無施肥水田および施肥水田で栽培された「紅あさひ」を用いて、
いもち病菌接種試験が繰り返し実施されたのである。その結果、
無施肥水田で生育したイネは、生育全期間を通じて施肥水田のイ
ネよりも高い、いもち病抵抗性を示すことが明らかとなったので
ある。さらに、登熟期における無施肥水田のイネでは、ケイ酸蓄
積細胞の割合が著しく高いことが確認されたのである。この高い
ケイ酸蓄積細胞率は、穂いもちをはじめとする各種いもち病の発
生を抑制する上で有効に機能しているものと考えられるのである。
自然農法実践者らの報告によれば、1969年にウンカ類が異常発

生した際、無施肥水田の作物にはほとんど被害が認められなかっ
たのである。これに対し、同地域の多くの施肥水田では、ウンカ
類の大量飛来によって作物が壊滅的な被害を受けたとされている
のである。もっとも、この事例については当時、科学的な調査や
実証試験は実施されておらず、その内容を客観的に確認すること
はできていないのである。
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1982年9月、京都地域において再びウンカ類の大量飛来が発生し
たのである。この際、近畿大学農学部の農業昆虫学研究者らは、
岩倉地区に所在する伊佐幸子氏の無施肥水田と、その周辺の施肥
水田との比較調査を実施したのである。その結果、周辺の施肥水
田ではウンカ類の飛来による被害が認められたのに対し、伊佐氏
の無施肥水田では被害は全く確認されなかったのである。

B 無施肥野菜畑

無施肥による野菜栽培については、これまで体系的かつ広範な
研究はほとんど実施されていないのである。そのため、本分野に
関する科学的資料は十分とはいえないのであるが、ここでは京都
市山科区における上田重作氏の無施肥野菜畑で得られた観察結果
を中心に紹介するのである。上田氏は1971年、水田の一部を畑地
へ転換し、トマト、キュウリ、サツマイモ、ネギ、ダイコン、ナ
スをはじめとする多様な野菜の栽培を開始したのである。上田氏
は自然農法の原則に従い、化学肥料や農薬を使用しなかっただけ
でなく、堆肥、厩肥その他の有機物も一切施用しなかったのであ
る。また、畑を作物別の区画に分けることによって、同一の作物
を同一圃場で継続して栽培する方式を採用したのである。
残念ながら、上田重作氏の畑の周辺には比較対照となる施肥畑

が存在しなかったため、作物の生育特性や収穫物の品質について
厳密な比較試験を行うことはできなかったのである。しかしなが
ら、一般的傾向として、無施肥野菜畑の収量は施肥栽培に比べて
低いことが認められているのである。これに対し、品質面では、
無施肥栽培によって生産された野菜は、肥料および農薬に大きく
依存する慣行農業による野菜よりも著しく優れているのである。
具体的には、風味に優れ、組織が緻密でしっかりしており、食味
および満足感の点で高い評価を得ているのである。さらに、これ
らの野菜は人間の生理的要求に応える特性を有している可能性が
示唆されているのである。実際に、重篤な病状のため通常の食物
を摂取できない患者が、無施肥野菜畑で栽培された野菜について
は摂取することができたという事例が多数報告されているのであ
る。230



無施肥栽培によって生産されたダイコンおよびカブでは、根部と地
上部（葉部）の比率が一貫して高くなる傾向が認められるのである。
すなわち、葉部の生育に対して、可食部である根部の発達がより良
好であることを示しているのである。無施肥栽培のダイコンおよび
カブの根部は、形状が整っており、外観的に美しく、表皮には良好
な光沢が認められるのである。同様に、サツマイモについても、専
門家によれば、無施肥野菜畑で栽培されたものは外観が優れている
だけでなく、食味の面でも優れていると評価されているのである。
数年前、上田重作氏は地域の農産物品評会において、インゲンマ

メの出品で第1位を獲得したのである。上田氏が無施肥栽培によっ
て生産したインゲンマメは、莢の光沢に優れ、内部の種子も施肥栽
培のものに比べて細長く良好に発達しているのである。また、エン
ドウについても、1莢当たりの粒数および粒重の点で施肥栽培のも
のに匹敵する、あるいはそれを上回る品質を示しているのである。
しかしながら、総収量は施肥栽培に比べて少ないのである。
上田重作氏が無施肥栽培によって良好な結球を示すキャベツを安

定して生産できるようになるまでには、4～5年間を要したのである。
そのキャベツは葉が薄く、しかも緊密に巻き込まれて結球している
のである。このため、結球部の密度（比重）は、一般的な施肥栽培
のキャベツよりも高いのである。さらに、無施肥栽培で採種された
種子から育成したナスは、施肥栽培で採種された種子から育成した
ナスに比べて病害抵抗性が高いことが確認されているのである。

C 自然農法の意義

岡田茂吉師は1930年代の早い時期から自然農法を提唱し、土壌に内
在する自然の力の働きを軽視する近代農業は、その根本的なあり方
を再検討する必要があると主張していたのである。しかし、その後
約50年間にわたり、農業技術および農業経営の発展は、岡田師の考
え方とは対極に位置する方向へ進展してきたのである。本節では、
自然農法が農業の再方向付け、すなわち農業のあり方を見直し、新
たな方向性を示すうえで、どのような意義を有しているかについて
考察するのである。
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1.日本の農業は、近年ますます化学肥料への依存度を高めてき
たのである。また、それと並行して、農薬への依存も増大して
きたのである。化学肥料および農薬の多くは石油資源を主要原
料として製造されており、現代農業は石油資源に大きく依存し
た生産体系となっているのである。
加えて、石油化学製品の過度な使用と農作業の機械化の普及

は、農業生産に必要なエネルギー投入量を著しく増大させたの
である。その結果、相対的にみれば、農業に投入されるエネル
ギーおよび資源の価値が、生産物として得られる価値を上回る
状況さえ生じているのである。鉱物資源には限界がある一方で、
人類は存続する限り食糧を生産し続けなければならないのであ
る。したがって、このように大量のエネルギーを消費する農業
生産体系は、現代社会が追求する省エネルギーという共通目標
に反するものであるといえるのである。
田中和江氏の無施肥水田が、比較対象となる施肥水田よりも

はるかに豊富な天然由来の窒素供給能力を有しているという事
実は、それ自体が重要な意味を持っているのである。すなわち、
この結果は、無施肥栽培が、今日の大量のエネルギー投入を前
提とする栽培体系に代わり得る、実行可能かつ現実的な農業技
術である可能性を示唆しているのである。

2.農業における化学物質の過剰使用は、土壌および水系の汚染
を通じて深刻な環境破壊をもたらしてきたのである。環境の健
全性を回復し、その破壊の進行を抑制するためには、少なくと
も化学肥料、殺虫剤、除草剤その他の農薬の使用量を削減する
ことが不可欠であるのである。実際に、除草作業に若干の追加
的労力を投入することによって、田中和江氏らの無施肥水田が
示しているように、化学物質を全く使用しない栽培体系を実現
することは可能なのである。これらの無施肥水田は、長年にわ
たり安定した収量を維持しているだけでなく、いもち病や害虫
に対する抵抗性を有する作物を生産してきたのである。さらに、
それらの水田から得られる農産物は、純度が高く、健康維持に
資するとともに、優れた食味を備えているのである。また、将
来的に適切な除草機械あるいはその他の非化学的除草技術が開
発されれば、除草作業に要する労働負担は大幅に軽減される可
能性があるのである。232



3.近年、農薬残留による健康への悪影響について、消費者からさま
ざまな問題提起がなされるようになってきたのである。
農薬残留に対する社会的関心の高まりに伴い、人工保存料、食品
添加物その他の化学物質を含まない自然食品や健康食品を求める
消費者が増加してきたのである。無施肥栽培は、このような要請
に応える有力な選択肢の一つとなり得るのである。無施肥栽培に
よって生産された農産物は純度が高く、品質にも優れており、防
腐剤を使用しなくても比較的長期間保存することができるのであ
る。また、重篤な病状にある人々にとっても食べやすく、良好な
食味を有しているのである。現在のところ、無施肥栽培の収量は
施肥栽培よりやや少ないのであるが、品質面では極めて高い評価
が得られているのである。特に、堆肥や化学肥料を含め、いかな
る肥料も使用していないことから、その農産物は一般に流通して
いる多くの自然食品や健康食品よりも高い純度を有していると考
えられるのである。

4.科学的研究により、化学肥料に由来する無機態窒素の存在は、生
物学的窒素固定作用を抑制する傾向があることが明らかにされて
いるのである。長谷川博氏およびその共同研究者による無施肥水
田の研究においても、この現象が確認されているのである。この
結果は、土壌に内在する自然の力を十分に発揮させるためには肥
料や化学物質の使用を避けるべきであるという岡田茂吉氏の主張
の一部について、科学的根拠が存在することを示しているのであ
る。もっとも、その妥当性を全面的に評価するためには、なお多
くの研究が必要であるのである。また、無施肥栽培の栽培技術を
改善し、生産性を向上させるためには、今後さらに農業科学者に
よる研究と技術的支援が求められるのである。

5.医学者および栄養学者は、肥料や化学物質を使用せずに生産され
た農産物が消費者の健康に及ぼす影響について研究し、その結果
を比較・評価することによって、この分野に重要な貢献をなし得
るのである。特に、重篤な病状にある患者が、他の食品を摂取で
きないほど衰弱している場合であっても、無施肥栽培によって生
産された農産物については受け入れやすく、良好な食味を感じる
ことができるのはなぜかという問題について、科学的な解明が必
要とされているのである。
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6.田中和江氏の無施肥水田で栽培されたイネは、比較対象とな
る施肥水田のイネに比べて、根系および葉の発達が良好であ
り、全体としてより健全かつ強健な生育状態を示しているの
である。また、これまでの調査結果が示すように、無施肥栽
培のイネは病害に対する抵抗性にも優れているのである。こ
れらの観察結果は、植物がより自然な形で栄養を得るほど、
その生育はより健全なものとなる可能性を示唆しているので
ある。
この原理が人間の身体に対してどの程度適用できるのかと

いう問題は、重要な研究課題であるのである。さらに、食品
添加物、化学物質、医薬品その他の外来物質を体内に取り入
れることが、人間の健康に対して短期的および長期的にどの
ような影響を及ぼすのかについても、十分な検討が求められ
ているのである。これらの問題は、医学者および薬理学者に
よる、より本格的かつ継続的な研究に値する重要な課題であ
るのである。

岡田茂吉氏の自然農法に関する教えは、人間の健康に関す
る考え方とともに、多くの研究分野に対して新たな研究課題
と視点を提示しているのである。特に、生命現象と直接関わ
る農学、医学、栄養学、薬理学などの分野においては、従来
とは異なる研究の方向性を示し、新たな研究領域を切り開く
可能性を有しているのである。これらの課題について必要な
研究が十分に実施され、その成果が蓄積されるならば、それ
は人類の健康と福祉の向上に大きく寄与するものと考えられ
るのである。
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